
市立博物館企画展

弥生人の脳発見！
とっとり青 谷 上 寺 地 遺 跡 展

二十世紀梨の栽培が盛んな鳥取県とその原産地である松戸市とは、梨の技術交流をは

じめさまざまな文化交流を行ってきました。

鳥取県と共催のこの企画晟では、青谷上寺汕譱跡(鳥取県青谷町) の出土品約500点を一

括公闥します。このように多くの出土品が鳥取県外で公開されるのは初めてのことです。

青谷上寺地遺跡は日本人のルーツを解明する鍵となる｢ 弥生人の脳｣ が日本で初めて

発見された遺跡として注目を集めました。今回の企画展では、｢弥生人の脳｣ や大陸との

交流をうかがわせる鉄製品や秀麗な木製容器、精巧な骨角製品など｢ 弥生の博物館｣ と

もいわれる青谷上寺地遺跡の豊富な出土品を一堂に集めて賊示します。

國市立博物館S384 ―8181

(httｐ://ｗｗｗjｎtｅｒｓｈｉｐＪｅ.jp广kyouiku/m_muse/)

人口469,993 人 ［+ 381］

男236,687 人 ［+ 177］

女233,306 人 ［+ 204］

世帯188,576 世帯［+ 308］

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

主な内容

ケアハウスニ施設が完成ヘ

オウム対策募金目標額達成　②

市長室・発～三選に当たって

介護保険制度地区別市民会議③

夏休みイベント特集　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

広

報

ま

つ

ど

７

月
1
5
日

号

は

、

め

、
1
4
日

錆

に

折

り

込

み

ま

す

。

圖

広

報

課

容
3
6
6・
7
3
2
0

1
5日
側
が
新
聞
休
刊
日
の
た

決意も新たに職員に訓示する川井市長（6月26 日）

任
期
満
了
に
伴
う
松

戸
市

長
選
挙
の
投
票
は
午
前

７
時
か
ら
午
後
８

時
ま

で
市

内
百

三
ヵ
所
の
投
票
所

で
一
斉
に
行

わ
れ
、
午
後
９
時
1
0分
か
ら
松
戸
運
動

公
園
体
育
館

で
即
日

開
票
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果

、
川
井
敏

久
市
長

が
当
選

（
三
選
）
し
、

今
後
の
松
戸
市
政

を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

任
期

は
平

成
1
4年

７
月
３
日
か
ら
平
成
1
8年
７
月

２
囗
ま

で
の
四
年

問
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
開

票
結
果
は
下
記

の
と
お
り
で
す

。

６
月
2
3日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
松
戸
市
長
選
挙

は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
川
井
敏
久
市
長
が
五
万

七
千
三
百
九
票
を
獲
得
し
て
当
選
し
、
今
後
の
四

年
間
の
松
戸
市
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圖
松
戸
市
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挙
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員
会
恩
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・
7
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開票結果（敬称略）

当川井敏久（無所属）･･57,309票

樋口美智子（無所属）…30,274 票

戸塚　章介（無所属）…17,208 票

沢間俊太郎（無所属）…12,610 票

石井　　 弘（無所属）…12,354 票

川
井
敏
久
 
現
市
長
が
三
選

投票率 当日有権者数 投票者数

男 3∠1.5｢ｱ％ 男 185,48ﾜ人 64,115 人

女 36.ﾜ5 ％ 女 183,100人 6ﾜ,29ﾜ 人

平均 35.65% 計 368,58ﾂ 人 131,∠囗2 人

●青谷上寺地遺跡の発掘調査(鳥取県教育委員会文化

財主事・湯村功氏)
●弥生人の戦いと脳(鳥取大学医学部教授･井上貴央氏)

日時…8月3日(士)午後1時30分～4時
会 場 … 市 民 劇 場

定 員 …300 人( 抽 選)

費 用 … 無 料

圃ﾜ 月26 日(金)〔必着 〕ま でに 、

往 復 ハ ガ 手 仁住 所 ・氏 名 ・電

話 番 号 を 記 入し て 、 干2ﾜ 〇一

2252 松 戸 市 千 駄 堀6 ワ1　 市

立 博 物 館｢ 企 画 展 記 念 講演 会｣

係( ≪384 一82ﾜ2) へ

右＝青谷上寺地遺跡

展示館(青谷町)で行

われた復元楽器によ

るコンサート

日昨 ‥ﾜ月20 日倪

1回目＝午前10 時30 分～11 畤

2回目＝午前11 時30 分～正午

会場…博物館講堂

内容…青谷上寺地遺跡出土楽器

の復元による演奏会

演奏者…原田彰氏・八幡建一氏

・大谷修緒氏

定員…当日先着80 人

費用…無料

企画展記念講演会

弥生の音コンサート

日時…①7 月28 日(日)午後3 時か

ら、②8 月11 日(日)午後3 時から

(いずれも60 分程度)

会場…博物館企画展示室

講師…博物館展示担当学芸員

費用…無料( 企画展観覧料必要

期　間…7月20日祝～8月18日日

会　場…博物館企画展示室

観覧料…一般500円（700円）

高・大学生250円（350円）

小・中学生150円（200円）

※(　)内は常設展との共通観覧料

※毎週土曜日の小・中学生は無料

人口と世帯

展示解説会

～松戸で弥生人にあえる



ケ
ア
ハ
ウ
ス
二
施
設
が
完
成
へ

高
齢
の
た
め
一
人
で
生
活
す
る
に
は
不
安
の

あ
る
六
十
歳
以
上
の
人
を
入
居
対
象
と
し
た
ケ

ア
ハ
ウ
ス
は
、
現
在
市
内
に
三
施
設
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
秋
開
設
に
向
け
て
新
た
に
二
施

設
が
馬
橋
と
金
ケ
作
に
建
設
中
で
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
高
齢
者
の
身
体
状
況
に
配
慮

(デイサービスセンター
あすなろ併設)馬橋ケアハウスなでしこ

し
、
食
事
の
提
供
や
緊
急
時
の
対
応
が
図
ら
れ

て
い
る
、
住
宅
機
能
を
重
視
し
た
老
人
福
祉
施

設
で
す
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
施
設
へ
直
接

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

固
高
齢
者
福
祉
課
晋
一
。一
・
ワ
３
４
６

森
と
公
園
に
囲
ま
れ
た

、
う
る
お
い

豊
か
な

環
境
と
心
温
ま
る
サ
ー
ビ
ス
と
住
ま
い
を
提

供
し
ま
す

「
生
き
が
い
を
も
っ
て
そ
の
入
ら
し
く
生
活
す

る
」
こ
と
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
全

居
室
南
向
き
に
建
っ
て
い
ま
す

所在地…金ケ作138

定員…50 人

構造…鉄筋コンクリート造4階建て、全室個室

居室…25.ﾜO平方メートル（洋室）

居室設備…ミニキッチン 一洗面所・ウオッシュレット付きトイ

レ・エアコン・コールブザー

共用設備…食堂・談話室・娯楽室・男女別浴室 一洗濯室・スプリ

ンクラー付き

サービス内容…三食の食事提供､緊急時･夜間の対応､相談･助言等

対象者…原則として60 歳以上で常時自炊ができない程度の身体機

能の低下力咫忍められる人。高齢のため独立した生活に不安が認め

られ家族援理］が困難な人

開設…11 月（予定）

利用料…入居時＝保証金（1人30 万円）､毎月＝基本利用料（管理

費 一生活費 一事務費）と共益費（約75,000 円～135,000 円）

交通…新京成常盤平駅北口から徒歩10 分

問い合わせ･‥社会福祉法人高木福祉会≪311-6000

所在地…馬橋1435 の8

定員…50 人

構造…鉄筋コンクリート造5階建て、全室個室､フローリング仕上げ

居室…25.35平方メートル

居室設備…ウオッシュレット付きトイレ・洗濯パン・ミニキッチ

ン 一洗面所・冷圓房・コールプザー り Ｔ設備

共用設備…食堂・談話室 一男女別浴室・屋上庭園・スプリンクラ

ー付き・セキュリティー付き り Ｔ設備

サービス内容…三食の食事提供、入浴の準備、緊急時・夜間の対

応、相談 一助言等

対象者…原則として60 歳以上。独立して生活するのに不安を感じ

ている人。自立している人

開設…11 月（予定）

利用料…入居時＝保証金（1人33 万円）、毎月＝基本利用料（管理

費 一生活費 一事務費）と共益費（約82,000 円～1∠12,000円）

交通…馬橋駅東口から徒歩5分

問い合わせ…社会福祉法人馬槁福祉会S309-8883､S349-06 ∠旧
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食
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立
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か
せ

る
た
め
、

昨
年
Ｈ
月

か
ら

地
元

稔
台

を
中

心

に
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く
市
民

の
皆

さ
ん
に
募
金
を

お
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て
い
ま
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た
が
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末
日
に
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額

の
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ま
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し
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皆

さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
募

金
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、
立
ち
退
き
費
用
等
を
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出
し

た
あ
と
、

残
金

に
つ
い
て
は
地
下
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サ
リ

ン
事
件
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被

害
者
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済

に
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て
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対
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平

成
1
2
年

５

月

、

稔

台

地

区

に

オ

ウ

ム

の
食
品

工

場

が
建

設

さ

れ
、

こ

れ
に

対
し

地
元

で
は

直

ち
に
「
オ

ウ
ム

対

策

委

員

会
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を

立

ち

上

げ

、

松

戸

市

と

緊

密

な

連

携

の
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、

オ

ウ
ム

に

対

す

る
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活

動

を
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け

な
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ら
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方

で

オ

ウ

ム

側
と

早
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撤

退

の
交

渉
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け

て

き
ま

し

た
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縮
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損
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。
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齢
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運

動

を

ご
存

じ

で

す

か

。

「
８

０

」

歳

に

な

っ

て

も

自

分

の
歯

を

「
２

０

」

本

以

上

保
と

う

と

い
う

運

動

で

、
歯

科

保

健

知

識

の
普

及

や
定

期

的

な

歯
科

健
康

診

査

を

推
進

し

、

生
涯

を

通

じ

た

歯

の
健

康

づ

く
り

を
目

的

と

し
て

い

ま

す

。

今

年

も

日

頃

歯

に

自

信

の

あ

る

ハ

ト

歳

以

上

の

人

が
二

十

一
人

、

昨

年

三

歳

児

歯

科

健

康

診

査
を

受

診

し

た

お
子

さ

ん

と

そ

の

お
母

さ

ん
五

組

が

応
募

さ

れ

ま

し

た

。

結

果

は

次

の

と

お

り

で

す

。
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勝

さ

れ

た

人

は

７
月

に
開

催

さ

れ

る
県

の

コ

ン

ク

ー

ル

に
出

場

し

ま

す

。

圜
保

健

福

祉

課

保

健

係

一`
3
6
6
・
７

高
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者
の
よ

い
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ン
ク
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優
勝

＝
永
井
は

る
さ

ん

（
八
十
一

歳

・
中
矢
切
）
、
準
優

勝
＝
吉
田

和

さ
ん
（
八
十
歳

・
上
本

郷
）
、
福
山

壽
子
さ
ん
（
八
十
二

歳
・
新
松

戸
）

高齢者の部

永井はるさん

母

と
子
の
よ

い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル

優

勝

＝
木
崎
英
理
子

さ
ん
と
健
斗

く
ん
（
樋
野

囗
）
、
準
優
勝

増
子

敦

子
さ
ん
と
美
祐
さ
ん

（
上
本

郷
）

母と子の部
木胯英理子さん(右)

と健斗く ん

報
ま

つ
ど
」
に
お

い
て

、
市

民
の

皆
さ
ん
に
お
願

い
す

る
と
共

に
、

市

内
の
町
会
自
治
会

・
各
種

団
体

の
皆
さ
ん
や
市
役
所
職
員

の
皆
さ

ん
に
対
し
ま
し
て
も

ご
協
力

を
お

願

い
し
た
結
果
、

お
蔭

さ
ま

で
、

こ
の
５
月
3
1囗
現
在
、
目
標

の
額

を
無
事
達
成
す

る
こ
と

が
出

来
ま

し
た
。
当
初

は
一
体

ど
う

な
る
こ

と
か
と
案
じ
て
お
り
ま
し

た
が
、

意
外
な
ほ
ど
早

ぐ
目
標

を
達
成
す

る
こ
と

が
出
来
ま
し
て

ほ
っ
と
し

て
お
り
ま
す

。
そ
し
て

、
今
更

な

が
ら
松
戸
市
民

の
有
事

の
際
の
対

応

の
早
さ
、
相
互

扶
助

の
精
神
を

痛
感
し
た
次
第
で
す

。

皆
様
方
の
力
強

い
ご
支

援
と
温

か

い
ご
友
情
に
対
し
、
深
ぐ

深
ぐ

お
礼
申
し
上
げ
た

い
と
思

い
ま
す
。

こ

の
上

は
一
日

も
早
ぐ
オ
ウ
ム
が

退

去
す

る
よ
う

耡
き
か
け
を

強
め

て
参
り
た

い
と
存

じ
ま
す

。

最
後
ま
で
我

々
を

ご
支

援
下

さ

い
ま
す
よ
う

お
願

い
し

て
お
礼
の

言
葉
と

い
た
し
ま
す

。

結
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五

十
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ら

れ
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に

お
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い
品
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呈

し

ま

す
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に
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一
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戸
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福
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副
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・
Ｏ

に
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Ｊ
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）
　へ

※
本

人

の
申

請

で

贈
呈

し

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

の
知
口

厶
口
い

で

該

当

す

る

人

が

い
ま

し

た

ら

、

教

え

て

あ

げ
て

く

だ

さ

い
。

歯
を
大
切
に

そ
の
九
十
八
　
歯
性
上
顎
洞
炎
に
つ
い
て

し
ょ
う
か
く
ど
う
　
　
　
　
びく
う

上

顎

洞

は

、

副

鼻

腔

（
顔

面

の

骨

の

中

の

空

洞

）

の
中

で

最

大

の

も

の

で

、

生

後

第

一
大

臼

歯

の

萌

出

と

と

も

に

急

速

に

拡

大

し

、

す

べ

て

の

乳

歯

が
脱

落

す

る

時

期

に

は

成

人

の
ほ

ぽ
九

○
％

の

容

積

に

達

し

ま

す

。

い
わ

ゆ
る

撮

影

症

（
現

在

は

慢

性

副

鼻

腔

炎

と
呼

ん

で

い
ま

す

）

は

、

こ

こ

に

慢

性

炎

症

を

お

こ

し

て

鼻

汁

が
た

ま

っ
て

い

る

状

態

を

い

い
ま

す

。

一
般

的

に

急

性

副

鼻

腔

炎

の

症

状

は

、

風

邪

に

引

き

続

い
て

起

こ

り

、

発

熱

や

頭

痛

、

庖

ま

感

、

鼻

づ

ま

り

、

黄

色

い
鼻

汁

が
多

量

に

出

る

な

ど

多

彩

で

す

。

慢

性

副

鼻

腔

炎

の

原

因

は

複

雑

で

、

急

性

炎

症

の

繰

り

返

し

や

遺

伝

的

体

質

、

鼻

の
粘

膜

が

厚

ぐ

な

っ
て

詰

ま

っ
て

し

ま

う

肥
厚

性

鼻

炎

、

扁

桃

炎

、

大

気

汚

釆
な

ど

い
く

つ
も

あ
り

ま

す

。

飛
行

機

や
潜

水

で

副

鼻

腔

の
気

圧

調

整

が
う

ま

く

い
か

な

い
場

合

で

も

起

こ

り

ま

す

。

慢

性

副

鼻

腔

炎

は

、

鼻

づ

ま

り

や
粘

つ

こ

い
鼻

汁

が
出

る

、

匂

い

が
わ

か

ら

な

い
、

と

い

っ
た

主

に

鼻

の

症

状

が
出

て

、

続

い
て

鼻

汁

が

唹

に

ま

わ

り
ヽ

昧

唹

の
炎

症

や

気

管

支

炎

が
起

こ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

神

経

症

状

と

し

て

は

、

頭

が

重

い
、

注

意

力

散

漫

、

記

憶

力

減

退

が
あ

り

ま

す

が
、

急

性

の

症

状

と

比

べ

る

と

そ

れ

ほ

ど

強

く

は

あ

り

ま

せ

ん

。

と

は

い

っ

て

も

、

仕

事

の

能

率

が
上

が
ら

な

か

っ
た

り

、

学

校

の
成

績

が

下

が
る

こ

と

が
あ

り

ま

す

。

ま

れ
に
は
、
申

咼
年
者
で
片
側

の

鼻
だ
け
が
悪

い
場
合
、
例
え

ば

片
側
の
鼻

が
つ
ま

る
、
鼻
血

が

出
る
、
汚

い
鼻
汁

が
多

い
、
歯

が
痛

い
と

い
ヶ

症
状
は
、
副
鼻

腔
の

ガ
ン
の
可
能
性

が
あ
り
ま

す
。以

上
は
耳
鼻
科
領
域

の
も
の

で
す

が
、
上
顎
洞
の
形
態
に
よ

っ
て
は
歯
根
尖

が
上
顎
洞
洞
底

に
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

第
一
大
臼
歯
で
は
二
四
％

ほ
ど

で
み
ら
れ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
顎
の
歯
、
特
に

虫
歯
や
歯
周
炎
の
炎
症

が
副
鼻

腔
の
中
に
入
り
込
ん
だ
り
す

る

と
歯

が
原
囚
で
上
顎
洞
炎
を
引

き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

こ
れ
を
特
に
歯
性
上
顎
洞
炎
と

呼
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
耳
鼻

科
的
な
治
療
に
加

兄
て
歯
科
治

療
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す

。

中
で
も
最
を
頻

度
が

咼
い
の
は
、

歯
の
神
経
を
取

っ
た
後
、
根

の

先
に
影
が
た
ま

っ
て
上
顎
洞
に

波
及
し
た
も
の
で
、
根
尖
と
上

顎
洞
底
と
の
距
離

が
大
き
く
影

響
し
て

い
ま
す

。
虫
歯
を
放
置

し
て
化
膿
し
て
し
ま

っ
た
場
合

も
同
様
で
す
。
ま
た
逆
に
、
上

顎
洞
の
病
変
が
歯
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
た
め
に
歯

が
痛
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
上
顎

の
歯
と
副

鼻
腔
に
は
密
接
な
関
係

が
あ
り

ま
す
の
で
、
知

っ
て

い
る
と
役

に
立

つ
こ
と
が
あ
ろ
う

か
と
思

い
ま
す
。（

松

戸
歯

科
医

師
会

）

委

員

会

昔
3
6
2・

２

３

４

１

、

安

全

課

公
3
6
6・
７

９【
】８

ｒａ

(ディサービス

なでしこ併設) ケアハウスあすなろ

市
民

の
皆

さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力
に
感
謝

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

目
標
額
達
成
の
ご
報
告

結
婚
五
十
周
年
ご
夫
婦

に
お
祝
い
品
贈
呈

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫



千

葉
県

で
は
、
交

通
安

全
活
動
に

関
心

と
意
欲
を

持
ち

、
地

域
で
活
動

で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

（
交
通

安
全

推
進
隊
）

を
募
集
し

ま
す

。

交

通
安

令

罹
進
隊
は
、

通
学

路
で
の
街
頭
活

動
や

高

齢
者
宅
訪

問
活
動

な
ど

日
常

的
な
交
通
安
全
活
動

を
行
う

、
小

学
校
区

を
単

位
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織

で
す

。

こ

れ
は
「
千

葉
県
交
通

安
全

条
例
」
に
基
づ
き
、

県
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
で

「
交
通

安
全
県
ち

ば
」
の
実

現
を
目

指
す
た
め
、
新
た

に
整

備
す
る
も
の
で
す
。

隊
員
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
の
加
入
、
帽
子

等

の
支
給
お
よ
び
研
修
の

実
施
等
の
支
援
を
行

い
ま

す
。

市長室・発

三選に当たって

交通安全ボランティア

Ｑ

応

募

資

格

…

昭
和
6
1年
４
月

１
日
以
前

に
生
ま

れ
た
県
内

に
在
住

・
在
勤

・
在

学
の
人

で
月

一
回
以
上
活

動
を
行

つ
こ

と

が
で

き
る
人

Ｑ

募

集

人

員

…

小

学
校
区

ご
と
に
お
お
む

ね
五
～
二

十
人
程

度

Ｑ

募

集

期

間

…

７
月

５
日

吻
～
８
月
3
0日

窗Ｑ

応

募

方

法
・：

東
葛
飾

支
庁

県
民
環
境
課

（
県
民

セ
ン
タ
士

・
市
安

全

課

・
警
察
署
に
備
え
付

け

た
応

募
用
紙
ま
た
は
千

葉
県

ホ
ー
ム

ベ
Ｌ

ン
か
ら

ご
応
募

ぐ
だ
さ

い
。

圖
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ

ン

タ
１

登
3
6
1
・
２
１
１
３
、

県

庁
交

通
安
全
対
策
課

公

0
4
3
・
2
2
3
・
ｎ
乙
ｎ
乙
６
３

こ
の
度
の
選
挙
の
結
果
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
持

に
よ
り
引
き
続
き
市
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
使
命

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
す
と
と

も
に
、
決
意
を
新
た
に
、
全
力

を
挙
げ
て
皆
様
の
信
託
に
応
え

市長執務室で

暴

力

団

犯
罪

、

性

犯

罪

、

凶

悪

殺

人

、

強

盗

な

ど

の

犯

罪

被

害

に

遭

わ

れ

た

り

、

家

族

が
被

害

に

遭

わ

れ

て
不

安

を

感

じ

た

り

、

悩

み

ご
と

が

あ

れ

ば

、

最

寄

り

の

警

察

署

に
設

置

さ

れ

て

い
る

被

害

者

支

援

連

絡

協

議

会

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。恰

尸
警

察
署

管

内

犯

罪

被

害

者

支

援

連

絡

協

罐

会
で

は

、
千

葉
県

、

松

戸

市

お

よ

び

民

間

有

志

の
人

と

協

力

し

て

犯

罪

に

遭

わ

れ
た

人

へ

の
各

種

相

談
や

支

援

活

動

を

行

っ

て

い
ま

す

。

被

害
者

支
援

連

絡

協

議

会
に

は
、

松

戸

警

察

署

・
松

戸

車

警

察

署

の

ほ

か

、
松

戸

保

健

所

・
松

戸

税

務

署

・
東

葛

飾

支

庁

・
松

戸

市

役
所

・
松

戸
市

教

育

官

貝
会

・
防

犯

協

力

会

・

防

犯

協

会

・
学

校

警

察

連

絡

協

議

会

・
交

通

安

全

協

会

・
公

共

料

金

寺
拳

刀
対

策

協

議

会

松

戸

支

部

・
少

年

補

導

員

・
少

年

共

助

貝

等

が

参

画

し

て

い
ま

す

。

脛

松
一
戸
警

察
署

昔
3
6
9・
Ｏ

１

１
０

、

价

尸
東
警

察

署

昔
3
4
9・
0
1
1
0

る
覚
悟

で
ご
ざ

い
ま
す

。

私
は

、
こ
れ

ま
で
、
松

戸
市

の
将
来

像
で

あ
る

「
真

の
豊
か

さ
を
感

じ
る
こ

と
が
で

き
る
ま

ち
松
戸

」
を
目

指
し
、

財
政
改

革
の
取
り

組
み

と
し
て

「
松
戸

市
財
政

改
革
計
画

～
財

政
危
機

突
破

プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
行

い
、

財
源
確

保
に
全
力

を
傾
注

し
て

参
り
ま
し

た

。
ま
た
、

多
く
の

市
民

の
皆
様

の
ご
意
見

と
ご
参

加
に
よ
り

策
定
し

ま
し

た

「
総

合
計
画

第
一
次
実
施
計

幽
事
業
」

の
着
実

な
遂
行

に
努
力

を
重
ね

て
参
り

ま
し
た

。

今
年

度
は
、
平

成
1
5年

度
に

ス

タ
ー
ト
す

る
第
二
次

実
施
計

画

の
策

定
に
取
り

組

ん
で
参
り

ま
す

が
、
社
会

経
済
情

勢
を
考

慮

い
た
し

ま
す

と
、
市
税

等
の

介
護
保
険
制
度
地
区
別
市
民
会
議
を
開
催

介

護
保
険
制

度
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
二
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、

市

で
は
、
第
二

期
介
護
保
険
事
業

計

岡
の
策
定
に
当
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見

等
を
お
伺

い
す

る
た
め
、
左
表

の
と
お
ひ

市
民
会

議
を

開
催
し

ま
す
。

地
区
別

に
十
一
面

、
市
内
全
域

を
対

象
に
一
回
の
合
計
十
三
回
開

隹

し

ま

す

の

で

、
参

加

希

望

者

は
、

直

接

会

場

へ

お

越

し

く

だ

さ

い
。

※
参

加

者
多

数

の

場

合

は

、

人

場

を

お

断

り

す

る

こ

と

が

あ
り

ま

す

。

※
各

会

場

と

も

駐

車

場

が
狭

い
た

め

、

車

で

の
来

場

は

ご

遠
慮

く

だ

さ

い
。

圜

介

護

支

援

課

容
3
6
6
・
7
3
7
0

介 護保 険 制度地 区別 市民 会 議日程 表

日　時 対象地区 会　　場

7/22(月)

午

後２

時

～４

時

矢 切地区 二十世紀が丘市民センタ ー

24 ㈲ 五 香六実地 区 六 実市民センタ ー

26 ㈲ 明 第1 地区
市 役所議会棟3 階特別 委員

会 室

29(月) 常 盤平地区
常盤平 市民 セン ター

(1階大 ホール)

31 ㈲ 明 第2 地区
明市民 センタ ー

(3階大 ホール)

8/4( 日) 市内 全域 市民 会館301 号 室

５(月) 小金 地区
小金 市民センタ ー

(2階大 ホール)

7 ㈲ 東 部地区
東部 スポーツ パーク2 階 会

議室

9廊 新松 戸地区
新松戸 市民 セン ター

(2階大 ホール)

19 ㈲ 常盤平団地地区
常盤平 市民セン ター

(1階大 ホール)

21 ㈲ 小金 原地区
小金原 市民センタ ー

(2階大 ホール)

23 銜 馬橋 地区
馬榲市民 センタ ー

(2階大 ホール)

27叫 本庁 地区 市民会 館301 号 室

収
入

の
見

通
し

は
一
層

厳
し

い

も

の
が
推
測

さ
れ
ま
す
で

方

、

少
子

高
齢
社
会

に
向
け

た
福
祉

政
策
等

市
民
生

活
に
密

着
し

た

施
策

へ
の
需
要

は
、
益

々
増
大

す

る
も
の
と
想

定
さ
れ
ま

す
。

こ
う
し

た
行
政

需
要
に
対

処
す

る
た

め
に
、
「
評
価

シ
ス
テ

ム
」

の
活
用

等
に
よ

旦

事
務

事
業
の

再
構

築
並

び
に

事
業
選

択
を
図

る
と

と
も
に

、
行

政

の
透
明

性

を
さ

ら
に
高

め
て

い
き

ま
す
。

こ

れ
ら
を
基
礎

と
し
て

「
市
民

と
行

政
が
共

に
考
え
、
共

に
汗

を
流

す
」
新
し

い
時
代

の

パ
ー

ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ

る
「
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
推
進

都
市
」

構
想
を

築
き
上

げ
、
そ

し
て
人

と
し

て

の
心

の
豊

か
さ
や
他
人

へ
の
思

い
や
り

の
視
点

か
ら

「
松

戸
版

教
育
改

革
」
の
取
り

組
み

を
行

い
、
市
民

参
加
に

よ
る
協

働
の

ま
ち

づ
く

り
を

推
進
し
て

参
り

ま
す
。

ま
た

、
不

祥
事

が
続
き

ま
し

た
市
役
所
内

部

に
つ
き
ま
し

て

は
、
私

自
ら
の
責
任

に

お

い
て

刷

新
を
行

い
、
市

民
の
皆

様
に

信

頼
さ

れ
る
行

政
の
確
立

に
努

め
ま
す

。

最
後

に
な
り

ま
し

た

が
、
オ

ウ
ム
真

理
教

（
ア
レ
フ
）

対
策

募
金
が
目
標

額
に
達
し

ま
し

た
。

ご
協
力

を

い
た

だ
き
ま
し

た
皆

様
に
心

よ
り
お
礼

を
申
し

上
げ

ま
す

。
あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま

し

た

。

私
は
引

き
続

き
「
誰

も
が
安

全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

「
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
ふ

への転入学試験

申し込みは

７月１９日金まで

市

立

松

戸

高

等

学

校

で

は

、

転

入

生

を
受

け

入

れ

る
た

め

の
試

験

を
行

い
ま

す

。

対
睾

：
普

通

科

∇

二

こ
二
年

生

国

際

人

文

科

三

年

生

募

集

人
数
・：
各

一
人

応

募

資

格

…

保

護

者

の
転

勤

等

に

伴

う

転

居

に

よ

り

、

在

籍

校

に
通

学

で

き

な

い
生

徒

な

ど

募

集

期

間
・：

７

月

８

日

丱
～
1
9
日

窩試
醫

は
：

７
月
2
2
口

丱

奈
必

要

書

類

が
あ

り

ま

す

の

で

、

る
さ
と

・
緑
と

清
き
流

れ
の
松

戸
」

の
創
生
に
向

け
て

、
全
力

を
傾
注
し

て
参
り

ま
す

。

今
後

と
も
、
皆
様

の
ご
理

解
、

ご
協
力

を
お
願

い
申
し
上

げ
ま

し
て
、
三

選
に
当

た

っ
て
の
ご

あ

い
さ
っ
と

い
た
し
ま

す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せく だ さ い( で さ れ ば 、連 絡

先 を お 書 き添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(5月末現在の受信件数)ファクス796 件､メール841 件

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

第
十
一
回
　
各
機
関
ど
の
連
携

澗
沛
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
｛
介
護

支
援
課
齊

晋
一
・
７
Ｑ
．ｙ４
Ｑ
．｝

今
回

は
在
宅
介
護
支

援
セ
ン

タ
ー
と
各
機

関
と

の
連
携
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す

。

八

つ
つ

あ
ん

ご
隠
居
、

お
よ

ね
さ
ん
も
退

院
し

て
、
介
護
保

険
を
利
用
し

て
だ

い
ぶ
元

気
に

暮
ら
し

て
る

よ
う

で
す
よ

。

ご

隠

居

そ
り

ゃ
良

か
っ
た
な
あ
。

八

つ
つ

あ
ん

あ
っ
し

も
ご
隠

居
の
お
か
げ

で
介
護

保
険
や
在

宅
介

護
支
援

セ

ン
タ
ー
の
こ

と
が
少

し
ず
つ

わ
か
っ
て
き
や
し

た
よ
。

ご

隠

居

ほ
１

感
心
な
事

じ
ゃ
。
し

か

し

な
八
っ
つ
あ
ん
、
今

の
時
代
、

利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
介

護

保

険
や
市
役
所

の
制

度
だ
け

で

は
な
い
ん
じ

ゃ
よ
。

八

つ
つ

あ
ん

・：
と
い
う

と
、
他

に
ど
う

い

う

の
が
あ
る
っ
て

い
う

ん
で
す

か
い
？

ご

隠

居

た
と
え

ば
じ
ゃ
な
、
八
っ
つ

あ
ん
は
「
ふ
れ
あ

い
会
食
会
」
と

い
う

の
は
知

っ
て

い
る
か

い
？

八

つ
つ

あ
ん

あ
１

、
そ

れ
な
ら
お
よ
ね
さ

ん
か
ら
聞
い
た
事

が
あ
り
ま
す

よ
。
お
年

寄
り

が
み
ん
な
で
ご

飯

い
た
だ
く

と
こ

で
す
か

い
？
・

ご

隠

居

そ
う

じ
ゃ
、
そ
の
一
人
暮
ら

し

の
高
齢
者
の
会

食
会

や
子
ど

も
た
ち
と
の
交

流
会

、
暮
し
に

役

立
つ
講
演
会

と
か
、
年
寄
り

に
限
ら
ず
地
域
で
住
民
参
加
の

助

け
合

い
活
動
を
や
っ
て

い
る

の
が
社
会

福
祉
協
議
会
な
ん
じ

ゃ
。
ふ
ふ
ふ
、
実
は
わ
し
も
一

人

暮
ら
し
に
な
っ
て
、
杖

（
つ

え

）
を
つ
き
つ
き
楽
し
み
に
参

加
し

て
お
る
者
の

Ｉ
人

な
ん
じ

ゃ
。

八

つ
つ

あ
ん

そ
り

ゃ
い

い
や
。
ご
隠
居
だ

っ
て
達
者
な
よ
う

で
も
一
人
で

引

き
こ

も
っ
て

い
る
と
病
気
に

な
っ
ち
ま
い
ま
す
や
ね
。

ご

隠

居

年

寄
り
扱

い
す
る
な
！
じ

ゃ

が
、
一
人

に
な
る
と
外
に
出

か

け

て
人

と
交

わ
ろ
う
と
す
る
事

は
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く

る

も
の
な
ん
じ

ゃ
よ
。

八

つ
つ

あ
ん

そ
う

で
す
や
ね
。
で
も

ご
隠

居
、
そ

ん
な
所
が
あ
る
な
ん
て

知

ら
な

い
年

寄
り

は

い
っ
ぱ
い

い
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か

い
？

ご

隠

居

そ
う

じ
ゃ
な
、
こ
ん
な

ご
時

世
だ
か
ら
こ

そ
、
最
近
は
社
会

福
祉
協
議
会
だ
け
に
限
ら
ず
、

い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
病

院
の
相
談
員
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
手
助
け

し

て
お
る
。
そ
れ
で
今
、
在
宅

介

護
支
援
セ
ン
タ

ー
が
地
域

の

介

護
や
福
祉
に
関
係
す

る
い
ろ

い
ろ
な
機
関
と
連
絡
を
と

っ
て
、

地
域
の
み
ん
な
に
知
ら
せ
て

い

る
ん
じ

ゃ
よ
。

八

つ
つ

あ
ん

そ
う

か
、
民
生
委
員

の
お

ウ

メ
さ
ん
が
相
談
し
た
と
き
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人

が

あ
ち
こ

ち
連
絡
し
て
た

っ
て
言

う

の
は
、
そ
う

い
う
こ
と
だ

っ

た
ん
で
す
ね
。

ご
隠

居

わ
か

っ
た
ら
八

っ
つ
あ
ん
も

周

り
の
人
に
教
え

て
あ

げ
る
こ

と
じ

ゃ
な
。

八

つ
つ

あ
ん

へ
え
、
じ

ゃ
さ

っ
そ
く
う

ち

の
女
房

や
近
所
の
連
中
に

も
話

し
て
や
り
ま
す
よ

。

必

ず
1
2
日

脂

ま

で

に

お

問

い
合

わ
せ

を

圜

市

立

松

戸

高

等

学

校

合
3
8
5・

３

０乙
０

１

No.93
川井敏久

市立松戸

高等学校

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
ご
意
見
を
伺
う
た
め

被
害
者
相
談
活
動

(交通安全推進隊) を募集



夏休みはもう目の前

◆

松

戸

親

と

子

の

よ

い

映

画

を

み

る

会

・

夏

の

映

画

会

７
月
2
3
日

㈹

①

午

前
1
0
時
～

‥
1
1
1
1

時
3
0
分

②

午

後

２

時
3
0
分

～

４

時

③

午

後

７

時

～

８

時
3
0
分

会

場

市

民
会

館

内

容

①

⑤
「
と

べ

な

い

ホ

タ

ル

ピ

ピ

」

③

「
軍

隊

を

す

て

た
国

」
　

杤
吊
央
剛
②

四

歳

以

上

七

百

円

③

小

・
中

学

生

七

百

円

、

大

人

千

円

圖

松

戸

親

ど
子

の
よ

い
映

画

を

み

る
会

・
奥

田

公
3
6
2・
3
7
3
8

◆

親

子

映

画

会

「

ダ

イ

ナ

ソ

ー

」７
月
2
7日

出
午
前
1
0時
か
ら

会
場
六
実
市
民

セ
ン

タ
ー
　

定
茴

先
着
百

五
十
人
　

鶴
県
用
無
料

圃
電
話
で
公

民
館

昔
3
6
8
・
1
2
1

4
へ

の
よ

う

に

処
理

さ

れ

て

い
る

の

か
、

清

掃

施
設

の
見

学

会
を
行

い
ま
す

。

７

月
2
4
日

水

、

８

月

７

日

水

各

午
前

８

時
5
0
分

～

正

午
　

コ

ー

ス

市

役

所

～

日

暮

ク
リ

ー

ン
セ

ン

タ

ー
～

資

源

リ

サ

イ

ク
ル

セ

ン

タ

ー

～

和

名

ケ

谷

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ

ー

～
市

役

所
　

対

象

市

堅

仕
住

の
親

子

（
小

学

三

年

生

以

上

、

乳

幼

児

の

参

加

は

不

可

）
　

定

員
先

着

各

卜

組

二

十

人
　

茖
用

無

料

※
通

常

（
第

二

水

曜

日

）

の

ご
み

ツ

ア

ー
７

月

・
８

月

分

は

、

お

休

み

し

ま

す

。

圃

参

加

希

望

日

の

一

週

間
前

ま

で

に

、
電

話

で
環

境

計

画

課

昔
3
6
6・

7
3
3
2

へ

竹
紙
講
座
の
受
講
者
を
募
集

日時…①7 月23 日

脚②7 月30 日脚午

前10 時～午後3 時

会場…紙敷扇菠邸

竹紙工房(紙敷588 、

JR 武蔵野線 ・北

総開発鉄道東松戸

駅下車徒歩10 分)

内容…竹紙( 竹 か

ら紙を作る) 製作

対象…①小学∠E年

～中学3 年生②高校生以上

定員…各15 人( 抽選)

費用…無料

※車でのご来場はご遠慮ください。

匣ﾜ 月15 日(月)〔必着〕までに、往復ハガ牛に受講希望

日・住所・氏名 一年齢( ①の場合は学校名) ・電話番

号・返信用あて名を記入して 、〒2｢ｱ1-8588  (住所

不要) 松戸市教育委員会社会教育課市民文化係( 昔

366-7462) へ

昼
食

呰
乕
無
料

圃
電
話
で
広
報
課
昔
3
6
6
・
7
3
2

0
へ

◆

夏

休

み

親

子

せ

せ

ら

ぎ

教

室

「

水

の

科

学

館

・

葛

西

臨

海

公

園

へ

行

こ

う

！

」

７
月
2
6日

窗
午
前
８
時
3
0分
市

役
所
正
面

玄
関
前
集
合
　

内
容

水

の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
な

っ
て

い
る

「
水

の
科

学
館
」

で
水

の
不

思
議

を

探
検
し
、
葛
西

臨
海
公
園
で
遊

ぶ
　
対

舉

小
学
生
以
上

と
そ
の
保

護

者

定
員
先
着
四
十
人

（
応
募

者

が
少

な

い
場
合
は
中
止
す

る
こ

と
も
あ
り

ま
す
）
　

持
ち
物
昼
食

・
水
筒
・
水
着
・
ビ

ー
チ
サ
ン

ダ

ル

ー
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
等
　

巷
甬

一
人
五
百
円

（
貸
切

バ
ス
代
）

※
小
雨

決
行

、
荒
天
中
止

Ⅲ

７
月

８
囗
囲

午
前

９
時
か
ら
、

電
話
で
江
戸
川
を
守

る
会
松
戸
支

部
事
務
局

（
河
川
清
流
課
内
）

昔

3
6
6
・
Ｉ

Ｉ
［
にａ
９【
】へ

◆

音

環

境

学

習

会

「

よ

い

音

を

さ

が

そ

う

！

」

生
活

の
中
に

あ
る
い
ろ

い
ろ
な

音
。
あ

な
た

の
好
き

な
音

は
な

ん
で
す

か
？
耳
を
す

ま
せ

ば
、
今

ま
で
気

づ
か

な

か
っ
た
政

が
聞

こ

え

て

き
ま

す

。

７
月
2
4
日

則

午
前

９

時
3
0
分

市

役

所

議

会

棟

三

階

特

郢

妛
員

会

室

集

合

、

午

後

３

時

解

散

予｛

疋
〔
雨

天

中

止

〕
　

内

容

柴

又

帝

釈

天

界

わ

い

か

ら
矢

切

の

渡

し

で

江

戸

川

を

渡

り

、
音

風

景

を

探

訪
　

対

象

小

学

生

と

そ

の
保

護

者

定

員
先

着

二

十

人
　

持

ち

物
弁

当

・

水
筒

・
筆

記
用

具
　

費

用

大

人

百

円

・

小

学

生
五

十
円
（
矢

切

の

渡

し

代

）

圃

７
月

５
日

窗

午

前

９

時

か

ら

、

電

話

で

環

境

保

全

課

昔
3
6
6・
7
3

3
7

へ

み
ん

な
　

お
い
で

よ
Ｉ
・

夏

ま

つ

り

「

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

常

盤

平

」

地

域

の

人

た

ち

と

み

ん

な

で

楽

し

み

ま

す

。

茜

会

・
民

生

委

員

・
児

童

館

・
保

育

所

・
学

童

保

育

所

が

輪

づ

く

り

の

お
手

伝

い
を

し

ま

す

。

７
月
1
8
日

困

午

後

３

時

～

４

時
3
0
分

（
受

け

付

け

午

後

２

時

3
0分

）
　

会

場

さ

る

び

あ
公

園

〔
雨

天

時

は

常

盤

平

児

童

福

祉

館

〕
　

内

容

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

体

験

、

盆

踊

り

、

ヨ

ー

ヨ

ー

つ

り

な

ど

（
品

物

に

限

り

が

あ
り

ま

す

）
　

春
用

無

料

鰓

常

盤
平

児

童

福

祉

館

、
常

盤

平

保

育

所

登
3
8
7・
６

７

６

２

、

風

の
子

学

童

保

育

所

登
3
8
8・

７

こ

ど

も

英

会

話

教

室

「

英

語

つ

て

た

の

し

い

ネ

ー

」

①

７

月
2
4
日

水

②

７
月
2
6
日

蚩
各

午

前
1
0
時

～

１１‥一
時

会

場

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー
　

講

師

ニ

ッ

ク

ー
ジ

ー
氏

対

象

①

四

～

六

歳

児

②
小

学

一
～

四

年

生

定

員

各
四

十

人
　

費
用

無

料

圃

７
月

５
日

吻
午

前
９

時

か
ら

、

電

話

で

常

盤
平

児

童

福

祉

館

へ

○

夏

期

の

開

館

時

間

の

変

更

に

つ

い

て

常

盤
平

児

童

福

祉
館

は
小

中

学

生

の
夏

休

み

期

問

、

開

館

時

間

を

変

更

し

ま

す

。

期

間

７

月
2
3
囗

㈹
～

８

月
3
1

日

出
　

開

館

時
間

午
前

９

時
3
0

分

～

正

午

、

午

後

１

時

～

６

時

平

成

１３

年

度
の

定

期

監

査

、

随

時
監

査
（
工

事
監

査

）
お

よ

び
行

政
ｔ
｀
査

結
果

の

概

要

を

、
次
の

と

お
り

公

表
し

ま

す

。

平

成

１４

年

６
月
2
8
日

松
戸

市

監

査
委

員

中

‘四一
　

務

同
　
　
　

川

村

幸

信

同
　
　
　
　

大

川
　

。
利

同
　
　
　

杉

浦

誠

一

【
定

期

監

査

】

○

監

査

の
対

象

＝
健

康

福

祉
本

部

、

都

市
整

備

本

部

○

監

杏

対
象

事

項

＝

〔
共

通

項

目

〕

予

算

の

執

行

状

況

、

現

金

の
取

扱
状

況

、

補
助

金

こ
父
付

金

の

事

務

処

理
状

況

、

契

約
事

務

の
処

理

状

況

、

財
産

の
維

持

管
理

状

況

〔
重

点

項

目

〕

福

祉

活

動

専

門

員

設

置

補

助

金

の
執

行

状

況

（
健

康
福

祉

本

部

企

画

管

理
室

）
、

夜

間

急

病

診

療

事

業

収
入

の
収

納

状

況
（
保

健

福

祉
課

）
、
フ

ア
ミ

リ

ー
サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

土

爭
業

委

託

料

の
執

行

（
児

童

福

祉
課

）
、
の

ぞ
み

学

園

授

産
指

導

生

産

物

売

払
収

入

の

収

納

状

況
（
障
圭
拙

祉

課

）
、
こ

ど
も

発

達

セ

ン

タ

ー
診

療

収

入

の

収

納
状

況

（
健

康

福

祉

会
館

）
、

保

育

所

職

員

給

食

費

負

担

金

収
入

の

収
納

状

況

（
保

育

課
）
、

老

人

ク

ラ

ブ
運

営

費

補

助

金

の
執

行

状

況
（
高

齢

者
福

祉
課

）
、
介

護

サ

ー

ビ
ス

給

付

費

の

執
行

状
況

（
介

護

支

援

課
）
、

介

護

保

険

料

（
１

号

被

保

険
者

で

自

動

天

引

き

以
外

の
者

）

の

徴

収
事

務

（
保

険

課

）
、

社

会

福

祉

協

議

会

事

業

委

託

料

の

執
行

①

福

祉
団

体

援

護
委

託

⑦
法

外

援

護

委
託

（
福

祉
事

務

所

）
、
北

山

会

館

斎

場

使
用

料

の
収

納

状

況

（
北

山

会

館

）
、
都
市

計
画

調

査

事

業

の
執

行
（
都

市

計

画

課

）
、

駐

車

場

使

用

料

の

収

納

状

況
（
都

市

整

備
課

）
、
建

築

確
認

申

請

等

手

数
料

の

収

納
状

況
（
建

築

指

導
課

）
、

道

路

清

掃

瓷
託

料

の

執

行

（
み

ど
り

と

花

の
課

）
、

金

ケ

作

公

園

・
小

金

原

公

園
管

理
委

託

料

の
執

行
（
公

園

緑

地
課

）
、

道

路

境

礬
善

定

測

量

業

務

委
託

料

の
執

行

（
建

設

総

務

課
）
、
不

動

産

鑑
定

の
状

況

（
道

づ
く

り

課
）
、
道

路

占

用

料

の
収

納

状

況
（
道

路
維

持

課

）
、
施

設
保

全

関

係

経

費

の
執

行

（
建

築

保

全

課
）
、
河

川

愛

護

啓

発

事

業
費

の

執

行

（
河
川

清

流

課

）
、

実

施

設

計

業

務

委

託

料

の

執

行

（
下

水

道

計

画

課

）
、
下

水

道
事

業

受

益

者

負
担
金
の
不
納
欠
損
処
分
、
下

水
道

使
用
料
の
不
納
欠
損
処
分

（
下

水
道
普

及
課
）
、
単
独
事
業

費
の
執
行

♀

水
道

建
設
課
）

Ｏ

監
査

の
期
間
Ｕ
平

成
1
3年
1
2月
1
2
H

～
平
成
1
4年
２
月
2
2日

○

監
査
結
果
の
概
要
＝
監
査
の
結
果
は
、

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら

れ
た
。
な
お
、
要
望
事
項
は
次
の
と

お
り
。

○

保
育

料
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
収
納

率

が
年
々
低
下
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
か

ら

、
今
後
と
も
口
座

振
替

や
保
育
所
で

の
直
接
納
付
な
ど
、
現
在
継
続
中
の
改

善
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

抜
本
的
な
徴
収
計
画

を
立
案
し
、
職
員

一
丸
で
、
収
納
率
の
向
Ｌ
を
図
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。
（
保
育
課
）

○

保
険
料

の
収
納
率
同
上
に
、
今
後
も

よ
り
一
層
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

探

険
課
）

○

住
宅
使
用
料
の
収
納
半

同
卜
に
、
今

後
も
よ
り
一
層
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。
（
住
宅
課
）

○

下

水
道
受
益
者
負
担
金
及

び
下

水
道

使
用
料

の
収
納
率
向

上
に

、
今
後

も
よ

り
一
層
努
力

さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

〒

水
道
普
及
課
）

【
随
時

監
査
（
工

事

監
査

）
】

○
監
査
対
象
工
事

Ⅱ
五
香

消
防
署
移
転

新
築
工
事

Ｏ

監
査
対
象
事
項

目
設
計
基
準
の
状
況
、

設
計
図
書
等
及
び
設
計
見
積
り
の
適
否

、

施
工
計
画
及
び
工

事
の
施
工
状
況
、
検

査
の
状
況

○
監
査
の
期
日

＝
平

成
Ｈ
年
１
月
1
8囗

Ｏ

監
査
結
果
の
概
要

監
査

の
結
果
、
指
摘
・
要

望
検
討
事

項
は
次

の
と
お
り

。

１
・

実
施
設
計
業
務
委
託

の
業
務
完
了

日
は
、
仕
様
書
か
ら
建
築
基
準
法
に
基

づ
ぐ
計
画
通
知
書
の
作
成
及

び
申
請
行

為
等
の
完
了
日
と
す
べ
き
と
こ

ろ
、
設

計
図
書
等

の
納
品
目
を
完
了
日
と
し
て

い
た
。

今
後
は
、
業
務
完
了
の
検
査
を
厳
正

に
行

い
、
ま
た
履
行
期
間
設
定
に

つ
い

て
も
十
分
考
慮
さ
れ
た
い
。

２
・

本
工
事
に
お
け
る
工
事

監
理
者
は

設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
「
工
事

監
理
者
」

と
し
て
の
実
質
的
な
工

事
監
理
業
務
を

行

っ
て
い
な
か

っ
た
。
今
後
は
法
令
を

遵
守
し
、
適
切
な
工

事
監
理
に
努
め
ら

れ
た
い
。
　
　
　
（
次

ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

◆

親

子

市

政

見

学

会

７

月
2
5
日

米

、
８

月
2
2
日

米
各

午

前

９

時
1
0
分

市

民

会

館

集

合

、

午

後

４

時

解

散

予

定
　

コ

ー

ス
市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム

室
～

消

防

局

～

和

名

ケ
谷

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
～

ユ

ー

カ

リ
交

通

公

園
～

市

役

所

対

乖

小
学

生

と

そ

の
保

護

者

（
乳

幼

児

の
同

伴

は
丕

司
）

定

員

各
先

着

二

十

二

人
　

持

ち

物

何に参加しようかな

「イベント特集」
市などが主催する身近で多彩なイベントを紹介します。

夏休みの自由研究や思い出づくりにお役立てください。

◆

野

菊

野

保

育

園

保

育

体

験

サ

マ

ー

ス

ク

ー

ル

７
月
2
4
日

水

～
2
9
日

丱

の
午

前

９

時

か

ら

（
日

曜

日

を

除

ぐ

）

会

場

野

菊

野

保

育

園

内

容

保

育

園

で
保

育

士

の

体

験
　

対

象

保

育

や

福

祉

に

興

味

の

あ

る

市

内
在

住

・

在

学

の

高

校

生
　

定

員

若
干

名

（
抽

選

）
　

杤
乕

無

料

圃

７

月
1
2
日

窗
ま

で

に
、

電

話

で

野

苺

野

保

育

園

登
3
6
5・
8
3
8
5

へ

展
示
日
時
７
月
2
1日

㈲
午
前
1
0

時
～
午

後
８
時
　

展
示
場
所
け

や

き
通
り

橋
坂

川
付

近

薪

松
戸
）

作
成
期
間
７
月
1
3日
出
ま
で

※
当
館
で
材

料
の
用
意
を
し
ま
す
。

瞑
掛
あ
ん
ど
ん
実
行

奮

貝
会
（
顫
新

恰

尸
郷
土
資

料
館
内
）

昔
隰
3
4
4
・

（
和
紙

に
絵

・

川

柳

・
俳

句

等

を

書

い
た

も

の
）

を
飾

り

ま

す

。
楽

し

い
掛

あ

ん

ど

ん
作

り

に

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

◆
掛

あ
ん
ど
ん
に
メ
ッ
セ

ー

ジ
を坂

川
の
川
べ
り
に
掛
あ
ん
ど
ん

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に

友
達
や
親
子
で
参
加
し
よ
う

◆

夏

だ

！

海

だ

！

集

ま

れ

中

学

生

！

「
鴨

川

シ

ー

サ

イ

ド

ー
カ

ー

ニ

バ

ル

」

８
月

９
日
窗
～
ｎ
一
日

㈲
〔
二
泊

三

日
〕
　

行
き
先

鴨
川

（
鴨
川
青

年

の
家

）
　

対
象

車
回

仕
住

の
中

学
生
　

定
員
先
着
三
十
五
人
　

費

用

一
万

一
千
円

圉
７
月
1
5日
丱
～
2
3日

㈹
の
間
に
、

費
用

を
添
え
て
直
接
、
松
戸
市

青

少
年

相
談
員
連
絡
協
議
会

（
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階
こ

ど
も
課

内

、

昔
3
6
6
・
7
4
6
4

）
へ

◆
親
子
ご
み
ツ
ア

ー

毎
日
出
し
て
い
る
ご
み
が
、
ど

斎
藤
邸
で
竹
紙
を
作
り
ま
せ
ん
か

講座が行われる薦藤邸竹紙工 房

常
盤
平
児
童
福
祉
館
催
し
物

涌

・
3
3
2
0
　

（
月

曜

休

館

）



◆

星

空

観

望

会

７
月
2
0日
冊

午
後
６
時
～
８
時

会
場

市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ

ム
見

学
の
後
、
天

体
望
遠
鏡
で
月

や
金
星
を

観
望

〔
雨
天

・
曇
天

時

は

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
見

学
の
み
〕

定
員

无
着
八
十
人
　

春
用

無
料

圃
電
話

で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室
へ

◆

夏

休

み

天

文

教

室

「

星

の

変

わ

り

も

の

」

宇

宙
に
は
、
変
光
星
や

ブ
ラ

ッ

ク
ホ
ー
ル

な
ど
の
奇
妙
な
天

体
も

存
在
し
ま
す

。
い
わ

ば
星
の
変
わ

り

も
の
た
ち
を
、
ク
イ
ズ
を
交
え

な

が
ら
楽
し
く

紹
介
し

ま
す
。

８
月
６
日

㈹
午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会

場
市
民
会

館
プ
ラ
ネ

タ

リ

ウ
ム
室
　

定
員
先
着

八
十
人

茖
甬

無
料

圃
電
話
で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

へ

◆

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏
休
み

特
別
投
影

市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

で
は
７
月
2
1日
㈲
～
８
月
3
1日
田

の
問
、
通
常
の
土
・
日
曜
日
、
祝

日

に
加

え
て
、
水

・
木
曜
日

に
も

投

影
し

ま
す
。

沿
影

開
始
時
刻

土
・
日
曜
日
、

祝
口

＝
午
前
1
0時

・
午

後
１
時
3
0

分

・
午
後
３
時
3
0分
、
水

・
木

曜

日

＝
午
後
１
時
3
0分

・
午
後

３
時

3
0分
　

投
影
時
間
一
回
約
五

十
分

間

定
員

各
八
十
人

費
用

子
ど

も
三
十
一
円

・
大
人
五
十
二
円
（
投

影

開
始
三

十
忿

圓
か
ら
券
を
発
売
）

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
見
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
体
の
不
自
由
な
人
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◆

お

は

な

し

技

術

講

座

「

作

っ

て

み

よ

う

人

形

劇

～

人

形

劇

用

指

使

い

人

形

の

製

作

」

７

月
3
1
日

水

、
８

月

１
日

水

・

２

日

噺

〔
全

三

回

〕

午
前

９

時
3
0

分

～

Ｈ

時
3
0
分

会

場

脯
松

戸

市

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン
事

業

所

対

象

小
学

四

年

生

以

Ｌ

で

全

回

出

席

で

き

る
人
　

定

員
三

十

人
　

費

用

士

二
百

円

（

テ
キ

ス

ト

代

他

）

匣

７

月
2
3
日

㈹

〔
必

着
〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

参
加

者
全

員

の

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
職

業

（
お

は

な
し

会

の

グ

ル

ー

プ

に
所

属

し

て

い

る
人

は
団

体

名
）
　・

電

話
番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
5

松

戸

市

新

松

戸

南
二

の
二
　

縋
松

戸

市

お

は

な
し

キ

ャ

ラ

バ

ン

「
指

使

い
人

形

」

係

（
ｓ
3
4
4・
3
0
3

7
）

へ

期　間 内　　　　 容

7/20 竕①午前10 時～11 時

②午前11 時～正 午③午後2

時～3 時④午後3 時～4 時

7/21日 ⑤午前10 時～11 時

⑧午前11 時～正午

夏 休 み体 験 教室｢ 青 谷 町紙 す き体 験｣

内 容 青谷 上寺 地遺 跡 が発見 さ れ た青 谷町 の｢ 因州 和 紙｣ の紙 す き体 験　 会場 実 習室

講 師 前田 久志 氏　 定 員各 回30 人( 抽 選)　 費 用500 円( 材料 費)

圃ﾜ 月12 日 ㈹〔必 着〕ま でに 、往 復ハ ガ牛 に住 所 ・氏名 ・電 話 番号 ・希 望日 時を 記入

し て 、f2ﾜ0-2252 松 戸 市子 駄堀6ﾜ1　 市 立 博物 館｢ 青谷 町紙 すき 体験｣ 係(o38 ∠↓

－82ﾜ2) へ

7/27 丗・28 ⑧各午前10 時

～正午

こ ど も自 然 観察 会｢21 世 紀 の森 と広 場 のト ン ボた ち｣

内 容21 世 紀の 森 と 広場 に 生息 する トン ボ の 生 態 を観 察　 会場21 世 紀 の森 と 広 場

講 師 市立 博物 館職 員　 対 象小 学生　 定 員 各25 人( 抽 選) 費 用 無料

隰ﾜ 月19 日脚〔必着〕まで に 、往復 ハガ 判 こ住 所 ・氏名 ・電 話番 号 ・学年 ・希望 日を

記 入し て 、干2ﾜO －2252 松 戸市 千 駄 堀6ﾜ1　 市立 博物 館｢ こど も 自然 観 察会｣ 係( 登

384 一8181) へ

7/28(Eﾖ)午後1時～4 時

夏 休 み一 日 学芸 員

内 容 学芸 員の 仕 事を 体験し な がら 博 物館 の 役割 につ い て考え る　 対 象小 学4 ～6 年生

定 員10 人 （抽 選）　 費 用無 料

圃ﾜ 月19 日 ㈹ 〔必着 〕 まで に 、往 復ハ ガ牛 ご 住所 ・氏 名 ・電 話 番号 ・学 年を 記 入し

て 、〒2ﾜ 〇-2252 松戸 市 千 駄堀6ﾜ1　 市 立 博物 館「夏 休 み一 日学 芸員 」係(S384-

82ﾜ2 ） へ

製作日　→　焼成日

①7/270 二)→8/10 山

②7/28(1[])→8/11 日

③8/ 3 山 →8/17 倒

④8/ 4(日)→8/18 ⑧

⑤8/10 山一8/24(づ
各午前10時～11 時30 分

夏 休 み体 験 教室 「縄 文 時代 の土 鈴 をつ くる 」

内 容 粘土 で 鈴を つく り 、乾 燥 後に 竪穴 住 居の 炉 の火 で 焼く　 対 象小 学生 以上　 定 員

各 回10 人 （抽 選）　 費 用200 円 （材 料 費）

圃ﾜ 月19 日 銜〔必着〕までに 、往 復八 力 半に住 所 ・氏名 ・電 話番 号 ・学 年 ・希望 日（①

～ ⑤ ）を 記入し て 、〒2ﾜ0-2252 松 戸市 千 駄堀6ﾜ1　 市立 博 物館 「 縄文 時ｲ弋の 土鈴

を つく る」 係(S384-82ﾜ2 ） へ

8/2(勁午前10 時～正午

8/6W ～9窗午前10 時～正午

夏 休 み体 験教 室 「糸 づ くり ・布 づ くり」

内 容も め ん綿 から 糸を 紡ぎ 、その糸 で布 を織る （8/2 廁の 勉強会 で 事前学 習し 、8/6

脚 ～9 ㈲ の希 望 日に体 験 ） 対 象小 学 校高 学年 ～ 中学 生 （8/2 銜 の 勉強会 に 参加 でき

る 人）　 定 員 各日2 人 （抽 選）　 費 用無 料

匣ﾜ 月25 日困 午 前10 時 か ら 、電 話で 市立 博 物館 「糸 づく り ・布づく リ 」 係昔38 ∠L一

82ﾜ2 へ

8/8 休）

①午前9時30 分～正午

②午後10130 分～4 時

8/9 廊

③午前9 時30 分～正午

夏 休 み体 験教 室 「は こ た人形 づ くり 」

内 容 「と つと リ 青谷 上寺 地 遺 跡展 」 にちな ん で 鳥取 県 倉吉 市 に伝 わる 郷 土玩 具 の張

り 子人 形 「は こ た人 形 」づ ＜リ （絵付 け） を 体 験　 講師 鳥 取県 伝 統工 芸 土 ・三好 明

氏　 対 象小 学 生　 定 員各 回10 人（抽 選） 費 用500 円 （材料費 ）

匣7 月26 日 銜〔必着〕まで に 、往復 ハガ 半に 住所 ・氏 名 一電 話 番号 ・学 年 ・希望 日時

（①～ ③）を 記 入し て 、〒2ﾜO －2252 松戸 市千 駄 堀6ﾜ1　 市立 博 物館 「は こた 人 形づ

く リ」ｲ系(0384 一82ﾜ2 ） へ

製作日→焼成日

8/11 斜→8/25 日

①午前10時～11 時30 分

②午後1時30 分～3 畤

夏 休 み体 験教 室 「弥 生時 代 の土 笛を つ くる 」

内 容 粘土 で笛 を つ＜ リ 、乾 燥 後に 竪穴 住 居の 炉 の火 で 焼＜　 対 象小 学 生 以上　 定 員

各 回10 人 （抽 選） 費 用200 円 （材 料費 ）

圃8 月２日記 〔必着 ］まで に 、往 復 ハガ 半に 住所 ・氏 名 ・電 話 番 号 ・学年 ・希 望 時間

（① 、②）を 記入し て 、〒270-2252 松戸 市 子駄 堀6ﾜ1　 市立 博 物館 「弥 生時 代 の土

笛 をつく る 」 係(S384-82ﾜ2 ） へ

8/16R

①午前10E寿～正午

②午後2時～4 時

夏 休 み竪 穴教 室 「縄 文時 代 のく らし 」

内 容 竪穴 住 居の中 で縄文 時ｲ弋の人 びと のく らし につ い て学 ぶ　 対 象小 学 生　 定 員各

回20 人 （抽 選）　 費 用無 料

圃8 月９日 ㈹〔必着 〕まで に 、往 復 ハガ 十に 住所 ・氏名 ・電 話 番 号 ・学 年 ・希 望 時園

（① 、② ）を 記入し て 、〒2ﾜ 〇-2252 松 戸市 千 駄堀6ﾜ1　 市立 博物 館「夏 休 み竪 穴教

室 」ｲ系(S384-82ﾜ2 ） へ

おはなしギャラバン7月公演
就職を希望する人のパソコン研修(前期分)

期 日 会　　場 時　　間 プログラム

7/1OW 図書館本館 午後3時30分～4 時 ★

11 團 稔台市民センター 午後3時～4時 ｱﾆﾒｰｼｮﾝ｢ ﾍﾟﾁｭｰﾆ 刋

万 劉｢ ぶんぶくちゃがま｣12 ㈲ 馬橋市民センター 午後3時～4時

17 ㈲ 図書館小金分館 午後3時～3時30 分 ★

18困 五香市民センター 午後3時～4時 ｱﾆﾒ つｮﾝ｢ ﾍ ﾁ゚ﾞｭｰﾆｱ｣

人形劇｢ぶんぶくちゃがま｣
1畋 矢切公民館 午後3時～∠↓時

24㈲

稔台市民センター 午前10時～ｍ時30分

夏休みおはなし 会

絵本と紙芝居

明市民センター 午前ｎ 時30分～正午

古ｹ 崎市民センター 午後2時～2時30 分

図書館本館 午後3時30分～4 時

25(木)

常盤平市民センター 午前10時～10時30分

小金原市民センター 午前り 時30分～正午

八ヶ岫市民センター 午後2時～2時30 分

馬橋東市民センター 午後3時30分～4 時

26 ㈲

六実市民センター 午前10時～10時30分

五香市民センター 午前11時30分～正午

松飛台市民センター 午後2時～2時30 分

八柱市民センター 午 後3 時30 分 ～∠↓時

対
象
三
～
九
歳
く
ら
い
　
持
ち
物
靴
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

費
用
無
料

※
★
絵
本
＝
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
と
ぜ
ん
ま
い
ね
ず
み
」
、
人
形
劇
＝

「
ね
こ
と
か
に
の
か
け
く
ら
べ
」

※
図
書
館
利
用
力
－

ド
を
お
持
ち
に

な
れ
ば
、
本
が
借
リ
ら
れ
ま

す
。

圜
市
立
図
書
館
昔
3
6
5
・
5
1
1
5

日　 程

コース番号 実施日 時間

１ 8/2㈹・5㈲)・6㈲

各日

午
前
９
時40

分
～

午
後
５

時10

分

２ 8/7㈲・8(木卜9 廊

３ 8/19 ㈲)・20㈹・21㈲

４ 8/22 休)・23廊・26(B)

５ 8/27 ㈹・28困・29休）

６ 8/30 廊、9/2㈲・3固

７ 9/4㈲・5雨・6㈲

８ 9/9側・10㈹・11㈲

９ 9/12休)・13窗・17㈲)

10 9/18㈲・19㈲・20廊

１１ 9/24(火)・25冰)・26休)

12 9/27R･30 跟10/1 ㈲

13 10/2 ㈲・3(淞・4銜

14 10/7 ㈲・8㈹・9團

15 10/10W ・11銜・15㈹

１６ 10/16640・17閑・18圉

◆会場 明生情報ビジネス専門学校(新松戸4 の2 の1 、

新松戸駅西口下車徒歩2 分)

◆内容 ウィンドウズの基本操作、文書作成、表計算、

インターネットの活用法など

◆対象市内在住の求職者で、現在失業中か職に就い

ていない、吝二]－ス全日出席できる人( ただし 、学

生および就職の意思のない人は対象外)

※現在失業中であることの確認のため、口頭での確

認のほか、ハローワークの｢ 求職受付票｣ ・｢雇用

保険受給資格者証｣ または｢ 廃業届｣ 等の提示を

求めることがあります。

◆定員各コース20 人( 抽選。抽選の結果は通知)

◆費用3,000 円程度( テキスト代)

◆申し込み方法｢7月19 日銜〔必着〕までに、ハガキに

希望のコース番号( 第3 希望まで可) ・住所・氏名・

年齢・電話番号を記入して、・271-8588  (住所不

要)松戸市役所商工観光課労政係(≪366-7327) へ

３
・
「
監
督
職
員
」
に

つ
い
て

は
、
「
監

督
日

誌
」
を
作
成
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
、

工

事
記
録
写
真
に
撮
影

年
月
口

が
記
入

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
等
、
事
務
上

の
指
導

、
手
続
き
に
一
部
不
備

が
あ
っ

た
。
今
後
、
工
事
の
監
督
に
当
た

っ
て

は
、
市

で
作
成
し
た

「
工
事
監
理
監
督

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
し
た
が
い
、
適
切
に

業
務
を
遂
行
さ
れ
た
い
。

４

’
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
強
度
確
認
と

な
る
供
試
体
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

現
場
で
採
取

さ
れ
た
テ
ス
ト
ヒ

ー
ス
を

生
産
軒
自
ら

が
検
査
機
関
に
運
搬
し
て

い
た
が
、
生

産
者
と
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と

の
機
能
分
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
適
正

な
方
法
に
改
善
さ
れ
た

い
。

※
本
工
事
監
査
は
、
工
事

の
技
術
的
観

点
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、
社

団
法
人
日
本
技

術
士
会
に
専
門
技
術

士
の
派
遣
を
依
頼
し

て
設
計
図
書
等

の
審
査
及

び
現
場
の
実
地
調
査
を
行

っ
た
。

【
行

政
監

査
】

Ｏ
監
査

の
テ
ー
マ

市
営
住
宅

の
管
理
運

営
に
つ
い
て

○

監
査

の
目
的

市
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
于

る
市

民
等
に
対
し
て

、
低
額
な
家
賃
で
住
宅

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活

の
安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
を
図

る
た

め
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
市

営
住

宅

の
管
理
業
務
の
中
に
は
入
居

者
の
募

集
、
収
入
超
過

者
等
に
対
す
る
措
置
等

の
対
人
的
な
管
理
と
建
物
の
維
持

、
修

繕
等

の
物
的
な
管
理

の
両

面

が
あ
り

、

多

岐
に
わ
た

っ
て

い
る
。
こ

の
た
め

、

市
営
住
宅
の
管
理
運
営

が
、
制
度
の
趣

旨
に
沿
っ
て
適
正
に
管
理
さ
れ
、
効
率

的
に
運
営
さ

れ
て

い
る
か
を
検
証
し

、

今
後

の
諸
施
策
の
推
進
に
役
立
つ
こ
と

を
目
的
に
監
査
を
行
っ
た
。

Ｏ

監
査
結
果
の
概
要

監
査

の
結
果
、
指
摘

・
要
望
検
討
事

項
は
次
の
と
お
り
。

①
入

居
者

の
募

集

、
選
考

及
び

決
定

事
務

に
つ

い
て

募
集
内
容
を
具
体
的
に
記
載
し
、
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在
一
律
公
開

抽
せ

ん
に
よ
り
行

っ
て

い
る
入
居
者
の

決
定
に
っ

い
て
は
、
条
例
で
規
定
す
る

困
窮
度

の
高

い
市
民
等
か
ら
順

次
入
居

者
を
決
定
す
る
方
法
と
整
合
性
を
図
る

よ
ｙ

検
討
さ
れ
た

い
。

②
家

賃
滞

納
と
そ

の
対

策

に
つ

い
て

入
居
時
に
家
賃

の
納
付
義
務
に
つ
い

て
特
に
説
明

を
行

い
、
新
た
な
滞
納
者

を
生
み
出

さ
な
い
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
滞
納
が
生
じ
た
場
合
に
は
滞
納
者

個
々
の
状
況
把
握
、
納
付
指
導
な
ど
を

迅
速
か
つ
的
確
に
行

い
、
併
せ
て
連
帯

保
証
人
に
対
し
て
も
連
帯
債
務
履
行
要

請
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

③
収
入

超
過

者
等

へ
の
指

導
等

に
つ

い
て市

営
住
宅
の
入
居
者
で
収
入
超
過
者

世
帯
と
高
額
所
得
者
搭

市
に
つ
い
て
は
、

「
住
宅

に
困

窮
す

る
所

得
の
低

い
市

民

等
に
対
し
、
低
額

な
家
賃
で
住
宅
を
提

供

す
る
。」

と

い
う
公

営
住
宅
制
度

の

趣
旨
に
反
す
る
た

め
、
今
後
は
、
明
け

渡
し
請
求
な
ど
を
行

い
、
そ
の
解
消
を

図
ら
れ
た
い
。

④

防
災
に
関

す

る
事
務
手

続

き
等

に

つ

い
て

防
火
管
理
者
の
消
防
署
へ
の
届
け
出

を
適
正
に
行

う
と
と
も
に
、
入
居
者
の

生
命

・
財
産
を
守

る
た
め
、
消
防
計
画

の
作
成
と
定
期
的
な
消
火
訓
練
等
を
実

施

さ
れ
た
い
。

⑤

建
物
の
保

全
に

つ

い
て

早
期
補
修
を
実
施
す

る
こ
と
は
、
建

物

の
耐
久
性
を
維
持
し
、
劣
化
を
最
小

隕
に
と
ど
め
、
最

も
経
済
的
な
生
涯
コ

ス
ト
を
得
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
市

営
住
宅
の
屋
上
防
水

、
外
壁
塗
装
等
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
保
全

計
画
に
よ
り
、
年

次
改
修
計

幽
か
策
定

さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
こ

の
保
全
計

画

に
基

づ
い
た
適
切

な
維
持
管
理
に
努

め
ら
れ
た

い
。

⑥

駐
車
場

使
用

料
の
未

納
措
置

に

つ

い
て使

用
料
の
滞
納
に
よ
り
、
使
用
許
可

の
取
り
消
し
対
象
者
が
確
認

さ
れ
た
の

で
、
規
則
に
の
っ
と
り
厳
正
に
対
処
さ

れ
た

い
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
と

お
り
、
市
営

住
宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
法
令

条
例
、
規
則
ど
お
り
に
実
施

さ
れ
て

い

な
い
事
項

が
多
数
あ
り
、
早
急
に
、
実

効
性
の
あ

る
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
必

要

が
あ
る
。

今
後
、
市
営
住
宅
行

政
の
適
切
か
つ

効
果
的
な
管
理
運
営
の
た
め
、
特
段
の

努
力
を
傾
注
さ
れ
た

い
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ

い
て
は
行
政

資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す

。

匱
監
査
委
旦

爭
務
昜

登
3
6
6
・
7
3
8
5

博物館の催し物（２１世紀の森と広場内）1384－8184 夜
空
に
輝
く
星
を
観
察
し
よ
う

國
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
昔
3
6
8
・
1
2
3
7

～松戸では8 時になったらおはなしタイム～



チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

「
」
朗

読

を

き

く

か

い

７
月
1
0日
困

午
前
1
0時
～

Ｈ
時

3
0分
　

会
場
ふ

れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
朗

読
奉

仕
会
会
員
に
よ

る
朗

読
「
あ
た
し

の
一
生
～
ネ
コ

の
ダ
ル
シ
ー
の
物

語
～
」
Ｄ

・
レ

デ
ィ

ー
著

か
ら
ほ

か
　

対
象

障
害
者
手
帳
を

持
っ
て

い
る
人
お
よ

び
そ

れ
に
準

ず
る
人

（
付

き
添

い
の
人

と
一

緒
の
参

加

も
可
）
　

曹
用

無
料

圜
健

康
福
祉
会

館
障
害
者
福
祉
セ

ン

タ
１

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

副
3
8
3
・

［
］
松

戸

青

少

年

交

響

楽

団

定

期

演

奏

会

７
月
2
1日

㈲
午
後

１
時
3
0分

～

３
時

会
場

森
の
ホ

ー
ル
2
1
　内

容
「
交
響

曲
第
５
番

」（
チ

ャ
イ
コ

フ
ス

キ
士

「

ロ
ザ
ム
ン

デ
序
曲
」

（
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
）
ほ

か
　

苣

拑
無

料圜
松
戸
青
少
年
交
響
楽
団

・
尾
崎

昔
捌

・
3
1
2
7

（
夜
間

の
み

）

［
］
再

生

自

転

車

を

販

売

７
月

６
日

出
～
８
日

菲
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場

生
き
が

い

福
祉
セ

ン
タ
ー・
　
販
売
台
数
三

十

台

（
売
り
切

れ
次
第

終
了

）
　

価

格
五
千

～
九
千
円
（
消

費
税
込

み
、

防

犯
登
録
付

き
）
　

交
通
五
香
駅

東
口
か
ら
新
京

成
バ
ス
乗

車
、
「
新

栄
町
入
口
」
下
車

目

前
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
１

登
3
8
4
・
3
1
9
1

［

］
カ

ロ

ー
リ

ン

グ

７

月
1
3
日

出
午

前
1
0
時

～
正

午

龠
場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

リ
（

ビ

リ

を

兼

ね

て

室

内

で

行

う

カ

ー

リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク
リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ
に

準

ず

る
人
　

眥

拑
無

料

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番
ひ

を

記

入

し

て

、
健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

公
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・
7
8
1
0

へ

【
】
借

地

借

家

の

無

料

相

談

７
月
1
2囗

糜
午
後
１
時
～
４
時

会
場

勤
労
会
館

※
契
約
書
等

が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

固
松
戸

借
地
借

家
人
組
合
・
外
谷

登
3
4
5
・
９
Ｘｒａ
４
８

［
］
は
る
か
ぜ

「
う
た
ご
え
喫

茶
」７

月
2
1囗
㈲
午
後
５
時
～
８
時

会
場
ラ
ウ
ン
ジ
九
州

Ｔ
Ｒ
松
戸

駅
西
口
）
　
内
容
な
つ
か
し
い
歌

・
新
し
い
歌
・
み
ん
な
で
う
た
う

歌
　
眥
廖
十
円
（
飲
み
物
付
き
）

圖
東
葛
合
唱
団
は
る
か
ぜ
・
桑
原

登
3
8
7
・
９
りｒａ
１
７

［
］
と

も

し

び

読

書

会

７
月
1
8日

宋
午
前
1
0時
～
正

午

会
場

女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
チ

ー
ズ
は
ど
こ
へ
消

え
た
？
」
　

眥

塵
二
百
円

圃
電
話

で
栗

林

昔
3
8
6
・
3
9
7
4

へ

【
】
自

宅

の

耐

震

相

談

７
月
1
7日

團
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会

場
市
役
所

本
館
二
階
第

二
会
議

室
　

内
容
木
造
在
来
工

法

住
宅

の
簡
易

耐
震
診
断
相
談

費

用
無
料

※
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
屮
図
）
を

必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

隰
電
話

で
建
築
指
導
課
構
造
設
備

係

昔
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

［

］
高

山

植

物

の

女

王

・

コ

マ

ク

サ

の

山

旅

７
月

Ｈ
囗
㈱
午
前
６
時
1
0分
新

松
戸

駅
前

出
発

（
午
後
８
時
帰
着

予

定
）
　
　会
場
草
津

（
群
馬
県
）

内
容
章

津

の
本

日
峰
山

（
二

こ
（

五

片
）
に
登
り
コ

マ
ク
サ
の
花
と

高

山
植
物
を
観
察
す

る
　
対

象
六

十
歳
未
満
の
健
康
な
人
　

定
員
先

着
ニ
ト

五
人
　

春
用

四
千
八
百
円

（
貸
切

バ
ス
代

・
保
険
料
を
含
む
）

圃
電
話
で
山
遊
塾

・
永
田

公
0
9
0
・

８
８
０
３

・
8
3
4
6

へ

「

」「

レ

イ

ン

ボ

ー
フ

ェ

ス

タ

」

柏

駅

前

販

売

会

７
月
1
2日

金
午
前
Ｈ
時
～
午
後

３
時

会
場
柏
駅
東
ロ
ス

カ
イ

プ

ラ
ザ
ニ

階
入
口
　

内
容
生
徒

が
職

業
実

習
で
作
っ
た
野
菜

・
花

の
苗

・
縫
製
品

・
染
め
物
等

の
販
売

圖
千

葉
県

立
養
護
学
校
流
山

高
等

学
園

昔
0
4・
７
１
４
８
・
0
2
0
0

［

］
な

ん

で

も

相

談

日

７
月

７
日

㈲
午
前
1
0時
3
0分

～

午
後
３
時

会
場
西
友
常
盤
平

店

一
階
　

相
談
内
容
法
律

・
相

続
・

税
金

・
不

勤
産
売
買

・
登
記

・
教

育
・
建
築
に
関
す

る
こ
と

・

デ
ザ

イ

ン
・
社
会
保
険

・
労
働
保

険
・

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
他
　

相
談
扣
巫
｝者

弁
護
士

・
税
理
士

・
司
法
書
士

・

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

・
社
会

保

険
労

務
士

∴

級
建
築
士

・
土
地

家
屋

調
査
士

・
塾
講
師
他
　

費
用

無
料

圖
松
戸
商
工
会
議
所

容
3
6
4
・
3
1

1
1

［
］
７

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

暮

ら

し

の

相

談

介
護

＝

８

日

丱

・

2
2日

丱

、
税

務

＝
1
6
日

㈹
、
年

金

＝
1
1
1
1
日

米

・
2
5
日

米

、
法

律

＝

９

日

㈹

・
2
3口

㈹
、

資

産

形

成

＝
1
0

日

水

・
1
2日

脂

・
1
3
日

出

・
1
7
口

水

・
1
8
日

米

・
2
6
日

廁

・
2
7
日

田

・
3
1日

水

ミ

ニ

教

室

介

護

＝
2
2
日

丱

、
資

産

形

成

＝
3
1
日

水

各
干

後

１

時

～

２

時
3
0
分
　

費

用

無

料

固

松

戸

栄

暮

ら

し

の
相

談

セ

ン

タ

１

昔
3
6
0・

″ｂ
’ｈｗ

ｌ
ｎ
乙

［
］
法

廷

傍

聴

会

７
月
3
0日
火
正

午
～
午
後
４
時

侖
瑁
弃

護
士
会

松
戸
会
館

・
千
葉

地
方

裁
判
所
松
戸
支

部

内
容

傍

聴
事
前
説
明

（
弁
護
士
か
ら
刑
事

事
件

の
概
略
を
説
明
）
　・
法
廷
傍

聴
・
傍
聴
後
の
解
説

対

乖
市
内

在
住
の
中

・
高
校
生
　

定
員
先
着

二
十
五
人
　

春
乕

無
料

圃
７
月

９
日

㈹
午
後

３
時

か
ら
、

電
話

で
千
葉
県
弁
護
士
会
恰

尸
支

部

昔
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

【
】
江

戸

川

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム
「
環

境

か

ら

見

た

舟

運

・

治

水

」

７
月
2
7口
出
午
後
Ｏ
時
3
0分

か

ら
　

会
場

女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

費

用
二
百
円

（
資
料
代
）

ｍ

江
戸
川

の
自
然
環

境
を
考
え

る

会

登
3
6
8
・
2
7
7
7

［

］
青

少

年

の

悩

み

ご

と

合

同

相

談７

月
1
7
日

團

午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

（
毎

月

第

三

水

曜

日

）
　

内

容

教

育

・
警

察

・
児

童

相

談

な

ど

の
各

相

談

機

関

の
合

同

相

談

相

談

万

詆

①
面

接

相

談

＝

千

葉
県

青

少

年

女

性

会

館

（
千

葉
市

稲

毛

区

天

台

六

の
五

の
⊃

②

雷
話

相

談

合
0
4
3・
2
2
3・
２

３

３

０

、
0
4
3・
2
2
3

・
2
2
8
8

③
フ

ァ

ク

ス

相

談

附

0
4
3
・
2
5
1・
０

００
１４
‘０
び

固
県

庁
県

民
生

活

課

容
0
4
3・
2
2
3・

［
］
マ

ン

シ

ョ

ン

問

題

個

別

相

談

会７
月
1
8日

水
午
前
1
0時
～

午
後

３
時

（
相
談

時
間

＝
一
組
に
つ
き

三
十
分

）
　

会
場
船
橋
市
消

防
指

令
セ
ン

タ
ー
　
内

容
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合

が
抱
え

る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
維
持

・
管

理
・
運
営
大
規
模
修

繕
等
に

関
す

る
問
題
に
専
門

の
弁

護
士

が
個
別

に
相
談
　

定
員
先
着

八
組
　

啓
笛
嶌

料

圃
電
話
で
住
ま

い
情
報
セ
ン

タ
ー

昔
0
4
3
・
2
2
3
・
3
2
6
5

へ

【
】
全

国

中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

福

祉

大

会

「

中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

の

自

立

と

完

全

参

加

を

求

め

て

」

1
0月

５
日
出

＝
分
科
会

・
懇
親

会

、
1
0月

６
日
襾

＝
全
体
会

・
記

念

講
演
「
人

は
誰
で
も
人
間
に
な

れ
る
の
か
？

」
（
無
着
成
恭
師
）
、

1
0月

７
日
丱

＝
観
光
　

会
場

成
田

国

際
文
化
会

館

・
印
旛
教
育
会
館

他

費
用
四
千
円

（
５
口

・
６
口

の
二
日

間
で
）

※
保

育
あ
り

※
宿
泊

・
観
光
代
は
別

圃
７
月
3
1日
水
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
全
国
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者

備
祉
大
会

♀

棄

）
事

務
局

公
隰
0
4
7
・
4
2
0
・
1
5
1
3

へ

［
］
福

祉

の

し

ご

と

実

践

学

習

会

講
義

＝
８
月
3
1日

出
～
９
月
２

口

丱
午
前
1
0時
～
午
後
４
時

、
実

習

＝
９
月
３
日
次

・
４
日

祟
午
前

９

時
～

午
後
４
時

会

場
講
義

＝

千

葉
県

社
会

福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千

葉
市
中

央
区
千

葉
港
四
の
三

、
実

習
＝
県

内
の
社
会

福
祉
施
設
　

内

宦

備
祉

に
つ

い
て

の
基
礎
的

な
知

識
の
習
得
と
福
祉
施
設

で
の
実
習

体
験
　

対
象
社
会

福
祉
施
設
等
に

就
職
を
希
望
す
る
五
十
歳
く

ら
い

ま
で
の
人
　

定
員
无
着
五
十
人

費

拑
無
料

圃
電
話

で
千

葉
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー

容
0
4
3
・

誚
・
1
2
9
4

へ

【

】
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

７
月
2
0
日

冊

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉
会

館

）
　

内

容
松

戸

市

精

神

障

害

者

家

族

会

土

曜

会

会

員

に
よ

る
相

談
（
秘

密

厳

守
）
　
対
象

「
こ

こ

ろ

の

病

」

の

人

を

抱

え

る
家

族

費
用

無

料

※
同

日

・
同

時

問

に

電

話

で

の
相

談

も
受

け
付

け

て

い
ま

す

（
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

直

通

昔
3
8
3

‘［
ａ

にＪ
’̈ａ

ｌ

］
○

※
毎

月

第

三

土

曜

日

に

相

談

を

受

け
付

け

ま

す

。

固

土

曜

会

・
武

井

登
3
6
2・
８

２

１

［

］
転

倒

予

防

教

室

「

ス

ト

レ

ッ

チ

で

軽

や

か

に

体

を

動

か

し

て

み

よ

う

」

７

月
1
2
日

吻
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

会

場

松

戸

市

社

会

福

祉

協

議

会

（
総

合

備
祉

会

館

内

）
　

講

師

理

学

療

法

士
　

対

象

六

十

五

歳

以

上

の

人
　

定

員

先

着

二

十

人

費
用

無

料

を
動

き

や

す

い
服

装

で

圃

７
月
1
0
日

團

劃

で

に

、
矢

切
地

匯

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

容
3
6
8

・
7
8
8
5

へ

東葛 中 部 地 区 連合 水防 団 水 防 演 習

本年も出水期を迎え水防に万全を期すため、松戸市

・流山市の両市で構成する東葛中部地区連合水防団

主催による水防演習を、江戸川河川敷で実施します。

7月13 日出午前8時30 分から　会場流山市木地先C 工

戸川河川敷） 演習項目竹とげ・杭拵え､ 土のう作り、

むしろ張り 、五徳縫い 、改良積土のう 、月の輪工

回河川清流課S366-7359

［

］
ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

追

加

接

種昭
和
5
0年
～
5
2年

生
ま
れ
の
人

が
他

の
年

齢
層
に
比

べ
て
、
ポ
リ

オ
の
Ｔ
Ｊ
型

と
い
ケ
種

類
の
免
疫
を

保
有
し

て

い
る
割
合
が
低

い
こ

と

が
、
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
わ
か

り

ま
し

た
。

日
本

に
は
ポ
リ
オ

ウ
イ
ル
ス
は

な
い
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す

が
、

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国

に
渡
航

予｛
疋
の
人

ま
た
は
、

ポ
リ
オ
ワ

ク

チ
ン
接
種

を
受

け
る
子
ど
も

が
い

る
人

は
、
再

度

ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン

の
予
防
接
種

を
受

け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圖
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

登
3
6
6

・
７

λ
汢
８
１ｔ

［

］
日

本

脳

炎

予

防

接

種

日

本

脳

炎

は

、

コ

ガ

タ
ア

カ

イ

エ

カ
に

よ

っ

て
日

本

脳

炎

ウ

イ

ル

ス

が
人

に
感

染

す

る
病

気

で

す

。

七

～

十

口

の

潜

伏

期

間

の
後

、

高
熱

・
頭

痛

・
嘔

吐

・
意

識

障

害

・
け

い
れ
ん
等

の
症

状

が
で

ま

す

。

こ

こ

数
年

の
患

者

数

は

年

間

数

人

程

度

で

、

予

防

接

種

の

普

及

で

減

っ
て

き

て

い
る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

三

歳

に

な

る

と

日

本

脳

炎

予

防

仭

徑
を
受

け

る

時
期

に

な
り

ま

す

。

第

一

期

（
三

回

）

の

基

礎

免

疫

を
受

け

て

い
な

い
人

は

、

七

歳

六

ヵ

月

未

満

ま

で

無

料

で

受

け

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、
小

学

四

年

生

、

中

学
三

年

生

は

、

乳

幼

児

期

の
追

加

接

種
と

し

て
受

け

ま

す

。
夏

休

み

等

を
利

用

し

て

計

画

的

に

、

体

調

が
良

い
時

に
受

け

ま

し

ょ

う

。

転
入

や

紛
失

等

で

予

診

票

の

な

い
人

（
表

Ｉ

）

は

直

接

、

中

央

保

健

福
祉

セ

ン

タ

ー

・
各

支

所

の
市

民

健
康

相

談

室

窓

口

、

ま

た

は
（

ガ
キ

に

左

記

の
要

領

で
記

入

し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
2

松

戸

市

竹

ケ
花

七
四

の

三
　

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー
内

保

健

福

祉

課

予

防

衛

生

係

へ

（
後
日

郵

送

）

圖

保

健

福

祉

課

予

防
衛

生

係

き
3
6
6

・
7
4

０
０
4

「
」
子
宮
が
ん
集
団
検
診

期 日 会 場

7/12廊 常盤平市民センター

18困 中央保ｲ廸福祉センター

22(月)小金ｲ別建福祉センター

2似 ）常盤平保健福祉センター

26銜 東部スポーツパーク

29(月)小金原市民センター

30(火)新松戸市民センター

8/1 困 中央保健福祉センター

衂 六実市民センター別館

受
付
時
間
午
前
９
時
3
0分
～
1
0

時

対
象
市
内

在
住

の
三
十
歳
以

上
の
女
性

（
今
年
度
、
巾
内
委
託

医
療
機
関
で
受
診
し
た
人

は
受
け

ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
何

ら
か
の

症
状
の
あ

る
人

は
医
療
機

関
で

の

受

診
を

お
す
す

め
し

ま
す
）
　
費

用
四
百
円

（
生
活
保
護

世
帯

・
市

民
税
非

課
税
世

帯
・
老
人

医
療
対

象
の
人
は
無
料
）

※
ス
ラ
ッ

ク
ス
は
不
可

※
生
理
中
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

三
日
前

か
ら
膣

（
ち

つ
）

の
洗

浄
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。

※
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
。

「
ふ
れ
あ
い
2
2」
二
階
で
す
。

圉
当
日
会
場
で

圖
保

健
福
祉
課
検
診
係

公
3
6
6
・
７

次の対象年齢で予診票のない人

は、申し込みをしてください。

43 熾以上ﾜ歳6ヵ月未満で､第1

期(3回接種)を受けていない人

９小学4年生以上13歳未満で、

第2期を受けていない人

９中学3年生以上16歳未満で、

第3期を受けていない人

日 本脳炎予防 接種申し 込 み

初 めてまたは○ 回受 けた

今 まで受 けた日 付け

年　 月　日

年　 月　日

・ 郵便 番号 ・住所

ｅ 保護 者氏名

・ 子ども の氏名

・ 子どもの生年月日(学年)

・ 電 話番号

健
　

康

情報催

し

物

表１ハガキ 記入要 領（うら）



【
】
1
6
㍉
映
写
機
操
作
技
術
講

習

会７
月
2
6
日

窗

午

前
1
0
時

～

午

後

４
時

会

場

市

民

劇

場

対

象

十

六
歳
以

上

の
人

審

貝
二

十
人
（
抽

選

）
　
　
茖
用

無

料

※
車

で

の

来
場

は

ご

遠

慮

を

匣

７
月
1
5
囗

丱
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

狠
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

‘
年

齢

・

電

話
番

号

を
記

入

し

て

、

〒

2
7
1

－
8
5
8
8

松

戸

市

教

育

委
員

会

社

会

教

育

課

市

民

文

化

係
（
ｓ

3
6
6
・
7
4
6
2

）
へ

［

］
お

は

な

し

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座

７

月
1
8
日

米

・
1
9
日

窗

・
2
5
日

米
E
2
6
日

窗

、

８

月
2
2
日

米

、

９

月

５

日

困

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
青

少

年

会

館
　

内

容
子

育

て

支

援

セ

ン

タ

ー
や
小

学

校

で

絵

本

を

語

っ

て

く

だ

さ

る

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

を
養

成

定

髑

二
十

人

（
抽
選

）

春
乕

無

料

Ⅲ

７

月
1
3
日

出

ま

で

に

、

電

話

で

緲
松

戸
市

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

登
3
4
4・
3
0
3
7

へ

野

田

市

【

】
野

田

み

こ

し

パ

レ

ー

ド

７
月
2
7日

出
午
後
５
時
か
ら

会
場

野
田
市

本
町
通
り

圜
野
田
み
こ
し

パ
レ

ー
ド
実
行

委

員
会

容
0
4・
７
１
２
２

・
３
５
８

［

］
野

田

夏

ま

つ

り

躍

り

七

夕

二

〇

〇

二

８
月

３
日
出

・
４
日

㈲

会
場

［
］
松

戸

国

際

高

校

開

放

講

座

①

甲
国

旅

行

会

話
入

門

９
月

７
日

～
1
2
月

７

日

の
土

曜

日

〔
全

十

回

〕

午

後

１

時

～

３

時

対

象

満

十

八

歳

以

上

の
県

民

定

員

三

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

②

親

子

の

た

め

の

サ

ッ

カ

ー
入

門

９
月
2
4
日

～
1
2
月
2
0
日

の
火

曜

日

ま

た

は

金

曜

日

〔
各

全

十

回

〕

各

午
後

７

時

～

９

時
　

対

乖

火
曜

日

＝
小

学

五

・
六

年

生

と

保

護

煮

金

曜

日

＝
小

学

三

・
四

年

生

と

保

護

者
　

定

員

各
二

十

五

組

五

十

人

（
抽

選

）
　

春
用

無
料

会

囀

害

闇

と
も

松

戸

国

際

高

校

を
詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

を

匝

①

頃

と
も

７
月
1
2
日

蚩
ま

で

に

、

所

定

の

申

込

用

紙

と

返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

た
（

ガ
キ

を

直

接

、

基

立
松

戸

国

際

高

校

開

放

講

座

事

務

局

（

容
3
8
6・
0
5
6
3

）

へ

【
】
親

子

で

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

講

習

会７
月
3
0
日

㈹

午

前
1
0
時
～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

別

館
　

内

容
（

Ｉ

ト

の

コ

ー

ス

タ

ー
　

費

用

一

人

五

百

円

（
材

料
費

を
含

む
）

摺

暘
村
｛
一一
3
8
8
・
8
4
8
5

野
田
市

夲
町

通
り
周
辺

圖
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
実
行

委

員
会

合
0
4・
７
１
２
３

・
１
０

柏

市

［

］
2
0
0
2

柏

ま

つ

り

７
月
2
7日

出
・
2
8日

㈲
午
後
２

時
～

９
時

会
場

衵
駅
周
辺

圜
柏
ま
っ
昨
実

行

委
員
会

昔
0
4・

７
１
６
２

・
３
３
１
ｒ
ａ

関

宿

町

［

］
関

宿

ま

つ

り

８
月

３
日
出
午
後
２
時
～
９

時

〔
雨
天

の
場
合

は
４
日
襾
〕
　
命
場

ふ
れ
あ
い
広
場

（
宝
珠
花
橋
下
）

匱
関
宿
町
商
工

観
光
課

昔
0
4・
７

１

９
８

・
1
1
1
1

（
内
線
3
2
7
）

［

］
松

戸

矢

切

高

校

開

放

講

座

「

在

宅

介

護

入

門

」

８
月
2
3
日

次
～
2
5
日

面

〔
全

三

回

〕

午

前
1
0
時
～

午

後

４
時

会

場

松

戸

矢

切

高

校

内

寮

仕
宅
介

護

の

基

礎

的

な

知

識
と

技

術

を

学

ぶ
　

定

員

三

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

五

百

円

（
調

理

代

）

圃

７
月
1
2
日

次
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

∴
電
話

番

号

・
志

願
動

機

・
返

信

坩

あ

て
名

聚
記

入

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
9
5

松

戸

市

中

矢

切

五

四

松

戸

矢

切

高

校

開

放

講

座

係

（

容
3
6
8・
4
7
4
1

）

へ

［

］
江

戸

川

大

学

講

演

会

７
月
1
3
日

出

午

後

３

時

～

５

時

1
5分

会

場

ニ
ュ

ー
オ

ー

タ

ニ
松

戸
　

内

寮

①
ノ

ー

ベ
ル

賞

と

日

本

人

②

プ

ロ

野

球
選

手

か

ら

大

学

助

教

授

へ
　

講

師

①

経
営

社

会

学

科

教

授

・
餌

取

章

男

氏

②

マ

ス

ー
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン
学

科

助

教
授

・
小

林

至

氏
　

費

用

鈕
萪
　

。

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

・
電

話
番

号

を

記

入

し

て

、

江

戸

川

大

学

講

演
会

係

登
0
4・
７

１
５

２

・
0
6
6

1

副
0
4・
７
Ｆ
１
５

４
・
り乙
４
９

０

へ

鎌

ケ

谷

市

［
］
商

工

ま

つ

り

「
ミ

ス

鎌

ケ

谷

コ

ン

テ

ス

ト

・

素

人

の

ど

自

慢

大

会

」

７
月
2
8日

㈱
午
後
１
時

か
ら

会

場
三

橋
記
念
館

圖
鎌
ヶ
谷
市

商
工

会

昔
0
4
7
・
掲
・

流
山

市

［
］
流

山

花

火

大

会

７
月
2
6日

糜
午
後
７

時
1
5分
か

ら
〔
雨
天

の
場
合
は
８
月

２
日

窗
〕

会

場
江

戸
川
堤

（
流
山

一
圭

二
丁

目

地

先

）

圈

流

山

花

火

大

会

実

行

委

員

会

昔
0
4

・

７

１

５

８

・

戸ｎ
ｙ
ｌ

ｌ

ｌ

［

］
日

舞

・

新

舞

講

習

会

①

７

月

７

日

㈲

・

Ｈ
日

本
正

午

～

午

後

２

時

②

７

月
1
0
日

水

・
1
7

日

水

午

後

１

時

～

４

時

会
場

①

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

士

濯
（

ケ
崎

市
民

セ
ン

タ

ー

眥

軣

回
五
百
円

※

初

心

者

歓

迎

回

邦

舞

の
会

・
藤

間

公
3
4
6・
８

７

松戸 ＩＴボランティアの会講座

講座名 日　時 内 容 会場 定員/費用

メールをはじ

めよう講座

7/13 圉午前10

時30 分～正午

メ ールの送受信等

の基 本を学 ぶ

文
化

ホー

ル
ー

丁

講
座

室

（松

戸

ビ
ル
ヂ
ン

ゲ

先着10 人

500 円(テキス

ト代を含む)

Excel 初級講

座〔全3回〕

7/16 叫 ・23(火)

・30(火)午前10

時30 分～正 午

簡 単な 家計簿 を作り

ながらエ クセ ルの基

本を 学ぼ う

先 着10 人

2,000 円汗 半ス

ト代を含む)★

パソコン 講座のお知ら せ

［

］
だ

る

ま

菊

植

込

み

盆

養

菊

実

技

講

習

会

７
月

Ｈ
囗
㈲
午
後
１
時
～
４
時

会

場
市
民
会
館

内
容

ベ
ラ
ン

ダ

で

も
栽

培
で
き
る
高
さ
六
十

惣
ま

で

の
三

杢

立
大
菊
と
盆
養
菊
実
技

苣
用
無
料

（
材
料
費
実
費
）

朧
千
松
菊
花
会

・
川
村

音
3
4
1
・
７

★筆記用具をご持参＜ださい。

畄午前9時から、電話で松戸ＩＴボランティアの会昔36ﾜ 一8889へ

パ ソ コ ン 操 作 修 得 コ ー ス

時間午前9時30 分～午後4時30 分　対

象求職者　費用無料 庁 牛スト代実費）

会場 松戸職業訓練センター

(テクy  21)

講座名 日　時 内 容 会場 定員/費用

パソコンで名

刺を作ろう

7/141日)

午 後2 時～3

時30 分

ワ ードを使 って

オリジナル の名

刺を作る

文化示引ﾚ 日

講座室(松戸ビ

ルヂンケ

先剔O 人

800円 ★

押し花でアレ

ンジしたポス

トカード

7/16W

午前10 時 ～

正 午

押し花をﾃﾞｻﾞｲﾝ

して暑中見舞いの

ハガ半をつくる

まちづ<ﾘ 交流

室ﾃﾝﾄ 小屋(東

葛合同庁舎前)

先着旧人

巧00 円(材琴

費を含柮

講座名 日　程 定員
初めて のパ

ソコン
8/50月)・6㈹ ・7㈲

各20人

WOrd ＆E

xcel 基 礎1
8/8困 ・9廊 ・10(尢

Word&E

xcel基 礎2

8/190月)・2似 ・2剛

8/26'㈲･27 ㈲･28 ㈲

★ 筆記用具 をご 持参く ださ い。

圃 午前9時から 、電話で松戸まちづくり交流室テント小屋a367-8889 へ

圃 匚パソ コン 操作」 は求職受 付票を

持っ てﾜ 月10 日㈲ 午前9 時 から 、「汀

学習」はﾜ 月15 日吻 午前9 時 から､ 直

接松戸職 業訓練 セン タ ー（小 金原1 の

19 の3､ 容3∠19－3200 ）窓口 で受 け付

け 町 学習は電 話での申し 込 みも可 ）Ｏ

※受 け 付け開始 時に 定員を 超え た場

合は 抽選

※受 け付 け当 日は 、車で の来場はご

遠慮＜ださ い。

(パソコ ンを使用して の自主学習)

定 員…各回20 人　　 費 用…無料

08/ 1 ㈲ 午後6 時～9 時

08/ 3 出 午 前9 ㈲30 分～ 午後O 時

30 分 、午後1 時30 分～4 時30 分

08/ 9 廊午 後ら時～9 時

08/19 ㈲ 午後ら時～9 時

08/24C 二0午 前9 時30 分～ 午後O 時

30 分 、午後IE持30 分～4 時30 分

08/27M 午 後ら時～9 時

08/31 出午 前9 時30 分～ 午後O 時

30 分 、午後1 時30 分～4 時30 分

口

教
育

委

員

会

会

議

７
月
1
5日

面
午
後
２
時
か
ら

会

場
京

葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
五
階

会

議
宍
ｆ

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
等
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固
教
育

奮

貝
会
企
画
管
理
室

昔
3
6
6

・
７
４
冖ａ
ｒａ

「
」
松

戸

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会

７
月
1
7日
團
午
後
１
時
3
0分

か

ら
　

会
場
市
役
所
議
会
棟
三

階
特

別

委
員
会
室
　

傍
聴
定
員
先

着
十

人※
会

議
事
項
の
う
ち
、
特
定

の
個

人

が
識
別
で
き

る
も

の
は
非
公

開
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
を

固
住
宅
課
住
宅
政
策
係

公
3
6
6
・
７

［

］
松

戸

市

ダ

ブ

ル

ス

大

会
（

テ

ニ

ス

）

一
般

男
子

予
選

＝

８
月
1
8
囗

面

、

９

月

８

日

㈲
、

一

般
女

子

予

選

＝

９

月

８

日

㈲
、

壮

年

男

子

（
四

十

五

歳

以

上

、
五

歳

ご

と

）
　・
壮

年

女

子
（
四

十
歳

以

上

、
五

歳

ご
と

）

＝

９

月

８

日

面

、
1
0
月
1
4
日

㈲

、

壮

年

各

種

男

女

本

戦

＝
1
0
月
1
4
日

脚

（
予
備

日
1
1
月

３

日

聡

）
　
命
場

栗

ヶ

沢

公

園

庭

球

場
　

杤
乕

一

組

二

千

円

※

申
し

込

み
用

紙

・
大
会

要

綱

は
。

九
十

円

切

手

を

張

っ
た

返

信
用

封

筒

を

同

封

し

て

請

求
し

て

く

だ

さ

い
。

圃
７

月
1
9
日

窗
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

所

定

の
申

し

込

み

用

紙

で

、

干
2
7
0

1
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
本

田

早

苗

（
0
0
9
0・
６

６

５

０

・
3
6

3
4

）
　へ

［
］
市

民

会

館

ホ

ー

ル

の

休

館

市
民
会
館
ホ

ー
ル

は
、
舞
台

装

皷
の
保
守
点
検
整
備
の
た

め
、
休

館
し

ま
す
。

期
間
９
月
1
0日

㈹
～
1
3日
圏

の

四
日

間

圈
市
民
会
館

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

［

］
消

防

設

備

士

試

験

試

験
の

種
曷

申
種

の
全

て

の

類

、

乙

種

の
全

て

の

類

試

験
日

９

月

８

囗

㈲

会

場

日

本

大

学

生

産

工

学

部

熟

蒭

舎
（
習

志

野
市

）
　
願

畫

配
布
場

所

消

防

試

験

研

究

セ

ン

タ

ー
千

葉
県

支

部

、
市

消

防

局

予

防

課

、

各

支

庁

総

務

課

、
県

庁

消

防

地

震

防

災

課

圃
７

月
1
5
日

囲

～
2
2
囗

側

〔
消

印

有

効

〕

の
問

に

、
所

定

の

申

し

込

み

用

紙

で

、

干
2
6
0
－
0
8
4
3

千

葉

市

甲

火
区

末

広

二

の

一
四

の

Ｉ

ワ

ク

ボ

ビ
ル

三

階
　

消

防

試

験
研

究

セ

ン

タ

ー

千

葉

県

支

部

（

昔

0
4
3
・
2
6
8・
０

３

８

士
　

へ

［
］
青

少

年

会

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

７
月
1
3口

出
午
後
６
時
～
８

時

会
場

青
少
年

会
館
樋
野
口
分
館

対
象
十
六
歳
以
上

の
人
　

持
ち
物

運
動
着

・
上
履
き
　

啓
乕

無
料

圃
当
日
会
場
で

圖
青
少
年

会
館

豊
3
4
4
・
8
5
5
6

［

］
バ

ド

ミ

ン

ト

ン

夏

季

混

合

ダ

ブ

ル

ス

大

会

７

月
2
8
囗

㈲
午

前

９

時

か
ら

会

場

運

動

公

園

体

育

館
　

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の
人
　

種
日
混

合

ダ

ブ
ル

ス

（
一

部
～

四

部

）
　

費

用

協

会

登

録

者

千

二

百

円

・
未

登

録

者

二

千

円

圃

７

月
1
2
日

脂

〔
必

着
〕
ま

で

に

、

登

録

者

は
所

定

の

振

り
込

み
用

紙

で

、
未

登
録

の
人

は
現

金

書

留

で

、

干
『
一
1
0
0
1
3

松

戸

市

小

金

き

よ

し

ケ
丘

三

の
二

の

Ｉ
　
松

戸
市

バ

ド

ミ

ン

ト

ン
協

会

・
佐

藤

豊

志

（

容
3
8
6・
5
5
9
6

）
　へ

【

】
母

子

・

父

子

家

庭

に

医

療

費

を

助

成
（

所

得

制

限

あ

り

）

対

象

十
八

歳
未

満

の

児

童

を

扶

養

し

て

い

る
母

子

・
父

子

家

庭

の

親

子

、

ま

た

は
父

母

の

い
な

い
十

八

歳
未

満

の
児

童

を

扶

養

し

て

い

る
大

（
十

八

歳

に

な

っ
た

後

も

最

初

の

３
月
3
1
日

ま

で

は

対

象

）

手

続

き

に
必

要

な

も

の

①

平
成
1
4

年

度
所

得

証

明

書

（
市

民

税

課

発

行

）

ま

た

は
平

成
1
3
年

分

源

泉

徴

収

票

②

健
康

保

険

証

の
写

し

③

組

合

保

険
加

入

者

は

附

加

給

付

証

明

齊

倒
印

鑑

⑤

戸
籍

謄

本

お

よ

び
世

帯

全
員

記

載

の

住

民

票

（
父

子

家

庭

の

み

）
　

受

付
仙
一
限

７

月
3
1
日

水

ま

で
　

受

付

場

所

児

童

福

祉

課

（
市

役
所

新

館

三

階

）

※

現
在

登

録

さ

れ

て

い
る

人

の

登

録

期

間

が

７

月
3
1
日

水

で

切

れ

ま

す

の

で

、

更

新

の
手

続

き

が

必
要

で

す

。

圖

児

童
福

祉
課

’一一
3
6
6
・
7
3
4
7

「

」
カ

ヌ

ー

教

室

７

月
2
1
口

・
2
8
日

の
日

曜

日

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

３

時
3
0
分

の

都

合

の

よ

い
一

日
　

会
場

江

戸

川

言

郷
有

料

橋
下

）
　

対

象

健
康

で

多

少

泳

げ

る

小

学

四

年

生

以

上

の

人

菩
用

五

千

円

示

中

学

生

千

円

）
圃
７
月
1
8
日

困

【
必

着

】
ま

で

に

、

（

ガ

キ

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

号

・
希

望

日

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
1
0
0

2
1

松

戸

市

小

金

原

三

の

一
八

の

匸

一
の

三

〇

三
　

松

戸

市

カ

ヌ

ー

協

会

・
岡

田

威

夫

（

公
囲
3
4
2・
9

4
3
9

）
　へ

［

］
市

民

弓

道

遠

的

大

会

７

月
2
1
日

㈲

午

後

１

時
～

５

時

会

搦

尿
京

武

道

館

遠

的

場

（
千

代

田

線

綾

瀬

駅
下

車

）
　

鷺

用
千

円

圃
７

月
1
4
日

㈱
ま

で

に

、
電

話

で

松

戸

市

弓

道

連

盟

・
新

好

昔
3
8
5・

7
9
3
9

へ

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

まちづくり寺小屋講座

|丁学習支援コース

ぶらっと

東葛



巨樹と古木をたずねて

今回の紹介は南花島・山口さん宅の「タブ

ノキ] です。

タブノキは本州、四国、九州、の暖地の沿

海地に多く分布し､ クスノキ科の常緑高木で、

高さは30m ほどになります。

葉は、枝先に集っており 、厚い革質で表面

は光沢があります。用途としては、公園樹・

建築 一家具材として使用されています。

山口さん宅の｢ タブノキ｣は､ 樹高約１５ｍ、

幹周り約3.3  m、樹齢は300 年くらいではな

いかとのことです。この樹は屋敷林の一部

として残ったもので 、昔は蔵を強い日差し

から守り 、米の品質維持に役立っていたとの

ことです。

また、黒い実がなる8 月には、毎年この実

を目当てにムクドリの大群が押し寄せてきま

す。

以前、樹高は20m 位ありましたが、5年ぐ

らい前に全体を摘めて､ 現在の姿となってい

ます。

しかし 、青々としたその勇壮な姿は、今も

300 年の歴史を物語っています。

21 世紀の森と広場パークセンター催し物
行事名 日　時 講　師 定員/費用

園芸教室

｢おし ゃれな コヶ玉づくり｣

7/20 箝 午後1 時30 分

～3et30 分

みどり の相談員

丸 尾三恵 子氏
30 人/1,000 円

こども手づくり 教室

｢ハン カチの草木染 め｣

7/21 目 午後1 時30 分

～4 時

染 織家

小 林優子氏

小中学生

30 人/300 円

みどりの講習 会

｢バラの講習会( 夏の剪定～

秋に花を咲かせるために)｣

8/ 3 ①午 後1 時30 分

～3 時

パラ研 究家

岩浪孝 氏
60人/無料

こども手づくり 教室

｢青空 のもと でア ートし よ

う よ｣

8/10 仕)午後1 時30 分

～4 時

ネ イチ ャークラフ

トデ ザイナー

山中琴江 氏

小学 生

30 人/無料

公民館成人講座「身近な地球温暖化防止対策講座」〔全4 回 〕

期　日 時　胃 会　場 テーマ 講師 定員/費用

7/24 ㈲
午後1 時30 分

～3 時30 分
市民会 館

今 、地 球はど うな

っ ている 力`

ス

ト

ッ

プ

地

球

温

暖
化

千

葉

推

進

会

議

会

員
先 着50 人/

無 料

31㈲
午後1 時30 分

～3[埒30分
市 民会 館

エ ネル ギー 消費と

地 球温 暖化

8/ 7 冰）
午後1 時30 分

～3 時30 分

女 性 センタ ー

ゆう まつ ど

私 たち にも で きる

地 球温 暖ｲﾋ 防止

21㈲
午後1 時30 分

～3 時30 分
市民会 館

温暖ｲ 匕防止 につ い

て 話し 合い

圃電話で公民館S368-1214 へ

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜
間歯科診療所等)を案内しています〕

……O366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……0368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時
◆休日土曜日夜間歯科診療所

……c365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

バ
ー
」
の
資
格
を
目
指
し
た

。
資

格
認
定
講
習
会

は
一
日
七
時
間
で

五
日

問
受
講
し

た

が
、
講
義

が
聞

こ
え

な

い
。
受

講
内
容

の
書

い
て

あ
る
ノ
ー
ト
を
仲
間
に
借
り
、

講

習
の
終
わ

っ
た
後
、
深
夜
ま
で
自

試

験
は
な
ん
な
く
合
格
し
た
。
し

か
し

、
資
格
取
得
に
あ
た
り
、
聴

覚

障
害

者
に
対
応
で
き

る
条
件

が

整
備

さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、

協

会
の
配
慮
で
、
け

が
を
し
た
り

、

倒

れ
て
い
る
人

が
い
た
と
き

の
応

の
資

格

を

取

得

し

た

。

当

初

は

、

海

や

プ

ー

ル

で

監

視

、

敘

助

か

出

来

る

「
ベ
ー
シ

ッ
ク

・
サ

ー

ブ
・

ラ

イ

フ
セ

ー

「青い海 が自 分を成長さ せて

く れる」と いう 北原さ ん

と

に

か

く

頑

張

り

な
さ

い
」

と

い
う

言

葉

が

、

心

の
支

え

に

な

っ
た

と

い
う

。

仲

間

の
助

け

も

あ

り

、

実

技

こ

字
科

海
水
浴

客
が
安
全
で
快
適
に
過

ご
せ

る
よ
う

、
海
を
見

守
る
ラ
イ

フ
セ

ー
バ
ー
。
北
原
敏
行
さ
ん
は

そ
ん
な
海
の
精
鋭
の
一
人
で
あ
る
。

三
年
前

、
北
原

さ
ん
は
聴
覚
障

害
者

と
し

て
は
口

本
で
初
め
て
日

本

ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン

グ
協
会
認
定

習
し
、
早
朝

に
起

き
る
と

い
ウ
生

活
を
繰
り
返
し

た
。「
仲
間

が
簡
単

な
手
話
を
覚
え

て
く
れ
た
り
、
ノ

ー
ト
で
通
訳

を
し

て
く

れ
た
り
と

う

れ
し

か
っ
た
。
一
生
忘

れ
な

い
」

ま
た

、
今

は
亡

き
母

の

「
聞
こ

え

る
、
聞
こ
え

な

い
は
関
係
な

い
。

急
手
当

を
施
せ
る
人
に
与
え
ら

れ

る
「
エ
レ
メ
ン
タ
リ
ー

・
ラ
イ
フ

ー
セ
ー
バ
ー
」
の
資
格
を
取
得
し

た

。現
在

は
、
日
本
初
の

バ
リ

ア
フ

リ

ー
ビ
ー
チ

の
あ
る
茨
城
県
大
洗

の
サ
ー

ブ
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に

所
属
し
、

パ
ト

ロ
ー
ル
活

動
等

を
行

っ
て

い
る
。

子

ど
も
の
頃
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
万

能

で
、
館

山
ろ
ケ

学
校
時
代
に

は
、

近

く
の
海
で
授
業

が
あ

っ
た
こ

と

か
ら
、
海
に

親
し

ん
で

い
た

。
就

職
し

て
か
ら
も
よ
く
海
水
浴

場
で

サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む
う
ち

に
、

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
に
出
会
っ
た
。

過

去
三
年
連
続
参
加
し

、
今
年

は
９
月
中
旬
に
開
催

さ
れ
る
全
日

本

ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
選
手

権
大

会

に
も
参
加
す

る
予

定
だ
。
前
回

ま
で
は
、
海
岸
で
う

つ
伏
せ

に
な

り

、
ホ

ー
ス
チ
ュ

ー
ブ
を
取
口
合

う

ビ
ー
チ
フ
ラ

ッ
ク
ス
な
ど
、
浜

辺
で
行

つ
競
技
に
参
加
し

て

い
た

が
、
今
年
は
三
百

び
沖

の
ブ
イ
を

サ
ー

ブ
ス
キ

ー
で

パ
ド
ル
を
漕

い

日本初、ろうライフセービング資格取得者

ホームページを開設

北原 敏行さん

㈹松戸市シルバ

ー人材センターの

ホームページが開

設されました。

企業主・ご家庭

の皆さんに役に立

つホームページで

す。ぜひご利用く

ださい。

で
回
り
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
サ

ー

ブ
ス
キ
ー
レ
ー
ス
に
挑
戦
す
る
。

「
自
分

の
道
を
あ
き
ら
め
ず
に

歩

い
て
い
け
ば
、

い
つ
か
必
ず
結

果

は
見
え

て
く

る
。
ど
ん
な
に
苦

し
く

て
も
あ
き
ら
め
な

い
。
そ

の

こ
と

を
、
自
分

の
生
き
方
を
通
じ

て
、

聴
覚
障
害
の
子
ど
も
た
ち
に

伝
え

た
い
」
と
、
北
原
さ
ん
。

今
年
も
ま
た
、
北
原
さ
ん
の
「
熱

い
夏

」
が
や
っ
て
来

る
。

（
松
戸
新
田
在
住
）

人
ひと

森のホール21チケットガ

イド
期日 内　　容 会　場 開演時間 料　金

7/ 6㈹ 綾戸智絵コ ン サート 大ホール
午後ら時

★

Ｓ席6,000 円

ほ か

7/ 7([])東京交響楽団～七夕に贈る名曲コンサート 大ホール
午後3時

★

Ｓ席4,500 円

ぼ か

7/1 皿日）
草刈民代＆レ ニン グラード国立バレ エ

～華麗なるクラシックバレエ・ハイライト
大水 づ レ 午後4時

Ｓ席8,000 円

ほか

8/2 窗

ミ ラ ノ ・ス カ ラ 弦 楽 合 奏 団

フ ル ー ト ：高 木 綾 子 、 オ ー ボ エ ： 古 部 賢

一 、ヴ ァ イ オ リ ン ：ピ エ ロ ・ト ー ソ

ヴ ィ ヴ ァ ル デ ィ ／オ ペ ラ 「試 練 の 中 の真

実 」 か ら シ ン フ ォニ ア 、ア ル ビ ノ 一 二 ／

オ ーボ エ 協 奏 曲 二 短 調o  p.  9 ―2 ほ か

大ホール
午後ﾜ 時

★

Ｓ席4,500 円

Ａ席3,500 円

ぴ あ･ ロ ー ソ

ン･CN ・e 十

8/3( 士)
タンゴ ・メトロ ポリス

～ダニエル ・ビ ネリ楽団～
大ホール 午後4時

Ｓ席5,000 円

ぽ か

8/1OC土)

子 供 の た め の シ ェ イ ク ス ピ ア

｢ ヴ ェ ニ ス の 商 人｣

作 ： ウィ リ ア ム ・シ ェ イ ク ス ピ ア

～ 小 田島 雄 志 翻 訳 に よ る ～

“子 供 の た め" だ け で な く 大 人 も 充 分 楽 し

め る 本 格 的 な シ ェ イ ク スピ ア 作 品

小ホール
午後ら時

★

全席 指定

回 銀
Ｔ

言 言
ッ

ン ・ｅ十

8/28㈲
松竹 大歌舞伎

十代目 坦轡二 油万韶蒲名 披露
大ホール

午 後 ∠t時

★

1階席5,500
円ほか

会場…いずれも森のホール21
※学生割引は、森のホール21 ヂケ ソヽトセンターのみ取り扱います。
※★印には託児サービス(有料･ 予約制)があります。詳細はおかずねください。

高齢者の豊かな知識・経験・

技能がきっとお役に立ちます

■「仕事を依頼・発注するには」のページ

仕事の依頼 一発注をホームページから仮申

し込みすることが可能となりました。

■「企業主・ご家庭の皆様へ」のページ

仕事の依頼･ 発注をする時に作業内容別に

料金を分かりやすく紹介しています。

■「掲示板」のページ　　
せんてぃ

再生自転車の販売、植木剪定や除草等の予

約状況が分かります。

※市のホームページからもアクセスすること

ができます。

固郎松戸市シルバー人材センターS384-31

91

URL

http://ｗｗｗ.matsudoshi-silver.ｏr.jp

青
い
海
へ
自
己
の
可
能
性
を
求
め
て

シリーズ第18 回　タブノキ

圀みどりと花の課S366 ―7378

圃午前9時～午後5時の間に、電話でパークセンターO345-8900 へ（先着順）

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

(社)松戸市シルバー人材センター
圖森のホール２１チケットセンターS384-333K 午前10 時 ～午後フ時　月曜休館)
URL httＤ://ｗｗｗ.morinohall21.ｃｏｍ


